
五 四

目
は
じ
め
に

普
仏
戦
争
の
衝
撃
と
歴
史
学

歴
史
学
の
革
新
者
モ
ノ
ー

日

一

八

六

0
年
代
の
歴
史
学
雑
誌

□

『
史
学
雑
誌
』
の
創
刊

歴
史
学
の
組
織
者
モ
ノ
ー

む
す
び

次

工

｝レ

フ
ラ
ン
ス
実
証
主
義
史
学
の
成
立
と

ガ
ブ
リ

． 
モ
ノ
ー

渡

邊

和

三
九

-T 
ノイ
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レ
の
継
承
者
が
、

モ
ノ
ー
よ
り
著
名
な
テ
ー
ヌ
、

フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
の
確
立
に
は
殆
ど
役
割
を

(
4
)
 

フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
の
制
度
化
を
成
し
と
げ
た
の
で
あ
る
。
第

モ
ノ
ー
が
切
り
拓
い
た
歴
史
研
究
の
分
野
と
の
関
連
で
あ
る
。
今
日
の
中
世
史
研
究
に
せ
よ
ミ
シ
ュ
レ
研
究
に
せ
よ
、

モ
ノ
ー
が
開
拓
し
整
地
し
た
う
え
に
蒔
か
れ
刈
り
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
研
究
分
野
の
土
台
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

(
5
)
 

第
三
に
、
今
日
の
社
会
史
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
の
関
連
で
あ
る
。

ラ
ン
ス
の
史
学
史
上
、

こ
こ
で
も
モ
ノ
ー
の
重
要
性
は
、
再
び
増
し
た
と
言
い
う
る
。
な
ぜ
な
ら
フ

モ
ノ
ー
は
ミ
シ
ュ
レ
と
ア
ナ
ー
ル
学
派
と
を
媒
介
す
る
歴
史
家
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ミ
シ
ュ

モ
ノ
ー
で
あ
っ
た
。
同
時
代
人
の
カ
ミ
ー
ュ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
が
モ
ノ
ー
を
、

料
集
や
ミ
シ
ュ
レ
の
書
簡
の
刊
行
に
努
め
、

「
ミ
シ
ュ
レ
を
最
も
よ
く
知
り
、

モ
ノ
ー
は
、

か
れ
の
追

パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
っ
た
。

は
す
べ
て
、

モ
ノ
ー
は
中
世
の
史

こ、
ニ
i

そ
の
成
果

演
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

モ
ノ
ー
を
中
心
と
し
た
歴
史
家
集
団
こ
そ
が
、

こ。t
 

ル
ナ
ン
、

フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
は
、

て
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、

こ
の
時
期
、
独
立
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
を
誕
生
さ
せ
た
の
は
、

モ
ノ
ー
を
中
心
と
し
た
歴
史
家
た
ち
で
あ
っ

モ
ノ
ー
を
論
ず
る
意
義
は
奈
辺
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
以
下
の
一
二
点
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、

デ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
学
の
確
立
と
の
関
連
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
遡
源
的
方
法
に
従
う
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
歴
史

(
3
)
 

学
の
直
接
の
起
源
を
、
学
問
と
し
て
の
歴
史
学
が
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
に
成
立
し
た
一
九
世
紀
後
半
に
見
い
だ
す
の
で
あ
る
。
前
稿
に
お
い

で
は
今
日
、

ル
ナ
ン
、

(
l
)
 

フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
で
あ
る
。
そ
れ
は
後
者
の
三
名
の
代
表
作
が
、
邦
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

し
て
、

記
憶
さ
れ
て
い
る
程
度
で
は
な
か
ろ
う
か
。

確
か
に
人
口
に
謄
灸
し
て
い
る
の
は
、

モ
ノ
ー
で
は
な
く
て
、

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
モ
ノ
ー
は
、
忘
れ
ら
れ
た
歴
史
家
と
な
っ
た
感
が
あ
る
。

は

じ

め

に

せ
い
ぜ
い

ヽ

テ
ー
ヌ

『
史
学
雑
誌
R
e
v
u
e
historique』

四
〇

ア
カ

の
創
刊
者
と
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ヽ
~
゜

し あ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
フ
ィ
ス
テ
ル

（
一
八
五
七
ー
一
九

四

一
九
世
紀
後
半
と
二

0
世
紀
初
め
の
フ
ラ
ン
ス
史
学
の
発
達
の
一
覧
表
を

れ
る
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
で
あ
る
。

か
れ
は

モ
ノ
ー
を

憶
に
最
も
忠
実
な
史
家
」
と
評
し
た
こ
と
に
も
、

ュ
レ
の
友
の
一
人
と
し
て
、

(
6
)
 

そ
れ
は
表
わ
れ
て
い
る
。
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
も
「
歴
史
の
権
化
」
た
る
ミ
シ

(
7
)
 

モ
ノ
ー
を
挙
げ
て
い
る
。

本
稿
は
、
先
述
し
た
第
一
と
第
二
の
点
に
つ
い
て
論
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

い
る
）
。
履
述
す
れ
ば
、
本
稿
は
学
問
と
し
て
の
歴
史
学
、
独
立
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
の
制
度
づ
く
り
に
尽
力
し
た
モ
ノ
ー
の
活
動
を
描

写
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
第
一
に
実
証
主
義
史
学
の
成
立
を
跡
づ
け
る
こ
と
、
第
二
に
モ
ノ
ー
の
歴
史
思
想
や
歴
史
学
方
法
論
を
解
明
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
モ
ノ
ー
の
歴
史
観
は
、

マ
ル
キ
ス
ト
か
ら
も
一
定
程
度
、
評
価
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

『
歴
史
に
お
け
る
個
人
の
役
割
』

の
な
か
で
、
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
論
争
に
言
及
し
つ
つ
、

(
8
)
 

「
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
科
学
の
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
代
表
者
の
一
人
」
と
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
モ
ノ
ー
の
弟
子
の
一
人
で

本
論
に
は
い
る
前
に
、
本
稿
で
用
い
る
「
実
証
主
義
」

一三）

る
。
「
絶
え
ず
モ
ノ
ー
の
思
い
出
に
立
ち
返
る
こ
と
な
く
し
て
、

(
9
)
 

提
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

ア
ナ
ー
ル
学
派
に
接
続
す
る
内
容
を
も
っ
て
い
た
し
、
立
場
の
異
な
る

そ
の
マ
ル
キ
ス
ト
と
は
、
「
ロ
シ
ア
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
父
」
と
称
さ

が
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
も
、

そ
れ
は
決
し
て
誇
張
で
は
な
い
の
で
あ

本
稿
は
前
稿
の
続
稿
で
あ
り
、
対
象
と
す
る
時
期
は
、
歴
史
家
モ
ノ
ー
が
誕
生
し
、
歴
史
の
た
め
の
闘
い
を
本
格
的
に
開
始
し
た
一
八

七

0
年
以
降
で
あ
る
。
歴
史
家
モ
ノ
ー
の
原
型
が
形
成
さ
れ
る
六

0
年
代
ま
で
の
モ
ノ
ー
に
つ
い
て
は
、
前
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た

の
語
義
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
語
義
に
ま
つ
わ
る
無
用
の
混
乱
を
避

け
た
い
か
ら
で
あ
る
。
モ
ノ
ー
が
歴
史
家
と
し
て
の
自
己
形
成
を
と
げ
た
第
二
帝
制
は
、
フ
ラ
ン
ス
思
想
史
の
う
え
で
は
、
「
実
証
主
義
の

（
第
三
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
て

と
を
つ
な
ぐ
ハ
イ
フ
ン
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
モ
ノ
ー
は
、

一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
史
学
と
二

0
世
紀
の
ア
ナ
ー
ル
史
学
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と
こ
ろ
が
現
実
の
一
九
世
紀
の
歴
史
家
の
多
く
は
、
漸
次
、
諸
法
則
の
発
見
を
拒
否
し
、
事
実
の
収
集
と
確
認
に
没
頭
し
て
い
っ
た
。

派
生
的
な
意
味
は
こ
こ
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
る
。
実
証
主
義
の
派
生
的
な
意
味
は
、

て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
本
来
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。

意
味
を
指
摘
し
て
い
る
ク
ロ
ー
チ
ェ
を
除
い
て
、

ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
、

(17) 

は
皆
、
本
来
の
意
味
で
実
証
主
義
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
バ
ッ
ク
ル
、
テ
ー
ヌ
、
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
ら
が
実
証
主
義
史
家
の
代
表
と
し

の
実
証
主
義
史
学
で
あ
る
。
歴
史
哲
学
者
や
史
学
史
の
専
門
家
は
、

一
九
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
実
証
主
義
史
学
に
対
す

マ
ン
ハ
イ
ム
、

ア
ン
ト
ー
ニ
、

ウ
ォ
ル
シ
ュ
ら

こ
の
よ
う
な
意
味
で
実
証
主
義
を
用
い
て
い
る
。
例
え
ば
、

コ
ン
ト
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
の
が
実
証
主
義
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
実
証
主
義
は
、
そ
の
理
論
的
展

開
の
過
程
で
外
延
を
拡
大
し
、
多
義
的
な
概
念
を
包
蔵
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

D
.
G
．
チ
ャ
ー
ル
ト
ン
は
、
四
つ
の
用
法
を
識

(11)

（

12) 

別
し
て
い
る
。
歴
史
学
と
の
関
連
で
は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
、
し
か
も
対
蹄
的
な
語
義
を
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
「
実
証
主
義
」
と
い

史
学
」

の
歴
史
的
転
形
の
反
映
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

カ
ル
ボ
ネ
ル
や
ブ
ー
ル
デ
は
、
頻
繁
に
し
か
し
誤
っ
て
用
い
ら
れ
る
こ
の

よ
う
な
「
実
証
主
義
史
学
」
に
代
え
て
、
「
方
法
論
的
歴
史
学
」
な
い
し
「
方
法
論
学
派
」
と
い
う
呼
称
を
与
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
モ
ノ

(14) 

ー
が
、
「
歴
史
は
科
学
で
あ
る
以
上
に
方
法
で
あ
る
」
と
述
べ
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

語
義
論
的
に
は
、
本
来
の
意
味
と
派
生
的
な
意
味
の
二
つ
を
識
別
し
う
る
。
本
来
の
意
味
と
は
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
社
会
学

(15) 

的
哲
学
的
実
証
主
義
で
あ
り
、
人
間
社
会
に
自
然
科
学
的
方
法
を
適
用
す
る
科
学
主
義
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
一
に
事
実
を
観
察
し
確
認
し
、

(16) 

第
二
に
そ
の
事
実
か
ら
帰
納
的
に
一
般
化
す
る
こ
と
で
法
則
を
組
み
た
て
る
方
法
と
要
約
さ
れ
る
。
そ
し
て
事
実
か
ら
導
出
さ
れ
た
理
論

に
よ
っ
て
、
事
実
に
意
味
が
付
与
さ
れ
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
歴
史
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
が
、
本
来
の
意
味
で

コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
、

う
術
語
の
語
義
論
的
な
複
雑
さ
は
、

飛
躍
的
発
展
を
前
に
し
て
、

時
代
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
複
雑
さ
は
、
「
実
証
主
義
」
の
多
義
性
と
「
実
証
主
義

フ
ラ
ン
ス
革
命
以
後
、

四

二
つ
の

(10) 

フ
ラ
ン
ス
は
第
二
の
科
学
革
命
の
口
火
を
切
っ
た
国
で
あ
っ
た
。
自
然
科
学
の
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もヽ る
さ
ま
ざ
ま
な
形
容
句
に
明
ら
か
で
あ
る
。
「
歴
史
の
た
め
の
歴
史
」

(
H
・
ベ
ー
ル
）

ス
）
と
か
、
「
科
学
的
唯
名
論
」

(
N
・
カ
ン
タ
ー
、

(18) 

代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

R
．
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
）

こ
の
よ
う
な
名
辞
か
ら
も
窺
知
し
う
る
よ
う
に
、
事
実
志
向
的
で
理
論
や
仮
説
を
拒
否
す
る
反
理
論
的
経
験

主
義
が
、
派
生
的
意
味
で
あ
る
。
事
実
の
穿
竪
に
自
足
す
る
状
態
を
指
し
示
す
こ
の
用
法
は
、
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
辛
辣
な
批

評
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
広
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
歴
史
的
に
眺
め
て
み
る
と
、
正
反
対
の
意
味
を
も
つ

九
世
紀
か
ら
二

0
世
紀
の
初
め
に
か
け
て
本
来
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
社
会
史
学
派
の
誕
生
と
と
も
に
派
生
的
意
味
で
批

判
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
言
い
う
る
。

カ
ル
ボ
ネ
ル
は
、
「
実
証
主
義
p
o
s
i
t
i
v
i
s
m
e
」
に
対
応
す
る
形
容
詞
と
し
て
p
o
s
i
t
i
v
i
s
t
e
と
positif
と
を
区
別
し
、
前
者
を
本
来
の
意

味
で
の
実
証
主
義
、
後
者
を
派
生
的
意
味
で
の
実
証
主
義
と
定
義
し
、

こ
の
術
語
の
曖
昧
さ
を
防
ぐ
た
め
に
、
史
学
史
の
う
え
で
は

(19) 

p
o
s
i
t
i
v
i
s
m
e
-
p
o
s
i
t
i
v
i
s
t
e
 
(W<~ 

呼
王
芸
〖
中
入
学
子
）
の
み
を
使
用
し
、

p
o
s
i
t
i
v
i
s
m
e

ー

p
o
s
i
t
i
f

(
宰
会
祉
中
念
子
）
を
用
い
な
い
よ
う
埠
竺
―
-
E

し
て
い
る
。

一
九
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
が
本
来
の
意
味
で
の
実
証
主
義
史
学
と
は
正
反
対
に
位
置
し
て
い

た
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
語
義
の
混
乱
を
避
け
る
点
で
、

史
学
に
派
生
的
意
味
し
か
認
め
な
い
点
に
は
、
疑
義
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
実
証
主
義
史
家
の
第
二
世
代
に
は
、
確
か
に

p
o
s
i
t
i
f
に
含
意

さ
れ
る
よ
う
な
素
朴
実
証
主
義
な
い
し
史
料
実
証
主
義
の
弊
害
が
見
ら
れ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
第
一
世
代
と
第
二
世
代
の
実

証
主
義
史
家
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

う
に
思
わ
れ
る
。

カ
ル
ボ
ネ
ル
の
定
義
に
筆
者
も
異
論
は
な
い
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
の
実
証
主
義

や
は
り
実
証
主
義
の
本
来
の
意
味
を
も
、

モ
ノ
ー
が
師
と
呼
ぶ
ル
ナ
ン
と
テ
ー
ヌ
、

そ
れ
に
リ
ト
レ
が

に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
ル
ナ
ン
や
テ
ー
ヌ
の
実
証
主
義
が
、

四

と
か
、
「
解
釈
学
的
歴
史
主
義
」

(
G
．
イ
ッ
ガ
ー

と
か
、
「
過
剰
経
験
主
義
」

(
F
.
K
・
リ
ン
ガ
ー
）
が
そ
の

そ
の
歴
史
学
方
法
論
の
な
か
に
取
り
い
れ
て
い
た
よ

か
れ
ら
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
歪
曲
さ
れ
て
い
た
と
し
て

(20) 

コ
ン
ト
自
身
よ
り
も
コ
ン
ト
の
『
実
証
哲
学
講
義
』
に
忠
実
で
あ
っ
た
リ
ト
レ
の
存
在
は
、
『
史
学
雑
誌
』
が
社
会
学
的
実
証
主
義
の

そ
の
う
え
で
カ
ル
ボ
ネ
ル
は
、

『
史
学
雑
誌
』

の
協
力
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
こ
と

「
実
証
主
義
」
は
、
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精
神
に
鼓
舞
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
内
外
に
顕
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

批
判
を
読
む
と
き
、

の
歴
史
観
で
あ
り
、

(
1
)
 

カ
ル
ボ
ネ
ル
の
言
葉
で
い
え
ば
、

半
の
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
に
、

ょ、
，ー＇

と

ま
た
第
二
世
代
の
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
や
ア
ン
リ
・
オ
ー
ゼ
ル
の
歴
史

(21) 

か
れ
ら
の
眼
が
決
し
て
隣
接
領
域
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

反
理
論
的
経
験
主
義
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
す
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
実
態
は
、

雑
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
稿
で
も
定
義
し
た
よ
う
に
、
筆
者
の
い
う

「
実
証
主
義
史
学
」

こ
の
意
味
で
一
九
世
紀
後

も
う
少
し
複

モ
ノ
ー
を
中
心
と
し
た
第
一
世
代

(22) 

そ
れ
は

p
o
s
i
t
i
v
i
s
t
e
と
p
o
s
i
t
i
f
の
中
間
な
い
し
混
交
し
た
も
の
と
い
い
う
る
。

筆
者
は
モ
ノ
ー
の
著
作
が
か
つ
て
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
博
雅
の

t
に
御
教
示
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
テ

ー
ヌ
、
ル
ナ
ン
、
フ
ュ
ス
テ
ル
の
翻
訳
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
テ
ー
ヌ
『
英
国
文
学
史
』
全
一
＿
一
巻
、
平
岡
昇
訳
（
創
元
社
、
一
九
四
九
年
）
。
テ
ー

ヌ
『
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
起
原
旧
制
度
』
岡
田
真
吉
訳
（
斎
藤
書
店
、
一
九
四
七
年
）
。
ル
ナ
ン
『
イ
エ
ス
伝
』
津
田
穣
訳
（
岩
波
文
庫
、
一
九

四
六
年
）
。
ル
ナ
ン
『
幼
年
時
代
青
年
時
代
の
思
ひ
出
』
杉
捷
夫
訳
（
創
元
社
、
／
几
四

0
年
）
。
フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
『
フ
ラ
ン
ス
封
建

制
度
起
原
論
』
明
比
達
朗
訳
（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
五
六
年
）
。
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
『
占
代
都
市
』
田
辺
貞
之
助
訳
（
白
水
社
、
一
九
六
一
年
）
。

(
2
)
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
は
、
「

f

つ
の
慣
行
と
か
制
度
、
あ
る
い
は

1

つ
の
法
律
の
規
則
と
か
道
徳
上
の
規
則
を
本
当
に
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
で
き
る
か

ぎ
り
そ
の
最
初
の
起
源
に
ま
で
遡
っ
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
（
『
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
家
族
論
集
』
小
関
藤
一
郎
訳
編
、
川
島
書
店
、
一
九
七
二
年
、
一
-
.

二
貝
）
と
か
、
「
社
会
制
度
が
も
つ
、
そ
の
将
来
発
展
す
べ
き
方
向
、
生
成
の
過
程
に
お
い
て
あ
ら
わ
す
力
は
、
そ
の
根
源
で
あ
る
最
初
の
萌
芽
の
性
質

に
緊
密
に
依
存
し
て
い
る
。
…
…
教
育
制
度
の
発
展
の
仕
方
お
よ
び
生
成
の
帰
結
を
理
解
す
る
に
は
、
も
っ
と
も
遠
い
起
源
ま
で
遡
る
こ
と
を
い
と
っ
て

は
な
ら
な
い
」
（
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
『
フ
ラ
ン
ス
教
育
思
想
史
』
小
関
藤
一
郎
訳
、
行
路
社
、

1

九
八
一
年
、
四
九
＼
五

0
頁
）
と
主
張
し
て
い
る
。

(
3
)
前
稿
と
は
、
渡
邊
和
行
「
歴
史
家
の
誕
生
修
行
時
代
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
モ
ノ
ー
一
八
四
四
＼
／
ハ
七

0
1」
『
香
川
法
学
』
第
六
巻
第
三
号
（
一

九
八
六
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。

(
4
)

こ
こ
で
「
制
度
化
」
と
い
う
タ
ー
ム
の
定
義
を
し
て
お
き
た
い
。
「
制
度
化
」
と
は
、
第
一
に
「
人
々
が
当
該
活
動
の
社
会
的
機
能
の
重
要
性
を
評
価
し
、

こ
れ
を
受
け
い
れ
て
い
る
」
こ
と
（
主
観
的
側
面
）
、
第
一
；
に
「
当
該
活
動
が
職
業
的
役
割
と
し
て
社
会
制
度
の
な
か
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
従

事
者
は
そ
の
な
か
で
報
酬
を
得
て
生
活
が
で
き
る
」
こ
と
（
客
観
的
側
面
）
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
定
義
は
、
富
永
健

q

『
人
類
の
知
的
遺
産

79

現

四
四
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フランス実証主義史学の成立とガブリエル・モノー （渡邊）

(13) 

(14) 

(12) 

(
7
)
 

(
9
)
 

(11) 

(
6
)
 

(
5
)
 

頁。

四
五

一
九
七
七
年
）

ご）

一
三
四

代
の
社
会
科
学
者
』
（
講
談
社
、
一
九
八
四
年
）
六

1

＼
六
―
-
頁
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、

J
．
ベ
ン
11

デ
ー
ビ
ッ
ド
『
科
学
の
社
会
学
』
潮
木
・
天
野
訳

（
至
誠
堂
、

1

九
七
四
年
）
九
九
頁
の
定
義
よ
り
、
簡
潔
明
瞭
で
あ
る
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。

ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
社
会
史
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
議
論
も
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者
は
以

F
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ

た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
第
一
に
、
事
実
に
対
す
る
貪
欲
な
探
求
で
あ
る
。
学
際
的
方
法
に
よ
っ
て
記
述
資
料
以
外
の
資
料
を
発
掘
し
、
有
意
味
な
事

実
を
引
き
だ
す
積
極
的
な
態
度
で
あ
る
。
い
わ
ば
事
実
観
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
で
あ
る
。
第
：
に
、
総
合
的
視
点
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
事
実
を
位
置

づ
け
、
歴
史
の
全
体
像
を
構
第
廿
ん
と
す
る
力
払
的
態
度
て
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
仮
説
在
必
要
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
史
研
究
か
め
さ
し
て
い
る

も
の
は
、
「
社
会
的
結
合
関
係
」
．
「
国
民
統
合
と
対
抗
社
会
」
．
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
ヘ
の
眼
ざ
し
し
と
い
う
象
徴
的
用
語
に
よ
っ
て
、
そ
の
特
色
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
二
宮
宏
之
『
全
体
を
見
る
眼
と
歴
史
家
た
ち
』
（
木
鐸
社
、
．
九
八
六
年
）
、

E.J.
H
o
b
s
b
a
w
m
,
 "
F
r
o
m
 S
o
c
i
a
l
 H
i
s
t
o
r
y
 

t
o
 t
h
e
 H
i
s
t
o
r
y
 of Society,'̀
 
in 
M
.
 W. F
l
i
n
n
 a
n
d
 T
.
 C. S
m
o
u
t
 eds., 
E
s
s
a
y
s
 
in 
Social 
H
i
s
t
o
r
y
 
(
O
x
f
o
r
d
,
 1
9
7
4
)
.
 

w参
二
昭
心
ぃ
こ
と
。

カ
ミ
ー
ュ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
『
近
世
佛
闇
西
史
学
概
観
』
讃
井
鉄
男
訳
（
白
水
社
、
一
九
四
．
年
）
一
四
九
頁
。

L
u
c
i
e
n
 F
e
b
v
r
e
,
 C
o
m
b
a
t
s
 p
o
u
r
 l
 ̀
 

histoire 
(Paris, 1
9
5
3
)
,
 
p. 4
2
3
.
 
長
谷
畠
川
輝
工
大
訳
『
歴
中
へ
の
た
め
の
闘
い
』

(
8
)
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ

が
で
き
る
」

以
下
の
語
義
に
つ
い
て
は
、

]
 8
6
5
-
1
8
8
5
 
(
T
o
u
l
o
u
s
e
,
 1
9
7
6
)
,
 
p
p
.
 4
0
1ー

4
0
8
.

{
 
cotes 
histon・ques 
(Paris, 1
9
8
3
)
,
 
p. 1
3
7
.
 

（
岩
波
文
庫
、

『
歴
史
に
お
け
る
個
人
の
役
割
』
木
原
正
雄
訳
一
九
五
八
年
）
三
七
頁
。

C
h
r
i
s
t
i
a
n
 Pfister, 
"
G
a
b
r
i
e
l
 M
o
n
o
d
,
"
 R
塁
葵
ざ
乏
o
n
.
q
u
e
’
e
x
(
1
9
1
2
)
,
 
x
x
i
v
.
 以
下
、

R
.
H
.
と
略
記
す
る
。

(10)
佐
々
木
力
『
科
学
革
命
の
歴
史
構
造
上
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
）
第
三
章
。
ベ
ン
11

デ
ー
ビ
ッ
ト
、
前
掲
書
、
第
六
章
。

チ
ャ
ー
ル
ト
ン
は
、
①
社
会
学
的
実
証
主
義
、
②
宗
教
的
実
証
主
義
、
③
コ
ン
ト
の
全
思
想
体
系
、
④
哲
学
的
実
証
主
義
を
区
別
し
て
い
る
。

D.

C
h
a
r
l
t
o
n
,
 Positivist 
T
h
o
u
g
h
t
 in 
Friミ
maこ
i
u
n
n
g
[h
e
 S
e
c
o
n
d
 E
m
p
i
r
e
 1
8
5
2
-
1
8
7
0
 
(
O
x
f
o
r
d
,
 1
9
5
9
)
,
 p. 5
.
 

J
.
s
．
ミ
ル
は
、
「
実
証
的
」

と
い
う
言
葉
を
「
客
観
的
側
面
か
ら
す
れ
ば
現
象
的
、
主
観
的
側
面
か
ら
す
れ
ば
経
験
的
」
と
言
い
か
え
る
こ
と
で
、
語
意
の
「
曖
昧
さ
を
減
ら
す
こ
と

と
指
摘
し
て
い
る
。

J
.
s
．
ミ
ル
『
コ
ン
ト
と
実
証
主
義
』
村
井
久
二
訳
（
木
鐸
社
、
一
九
七
八
年
）
一
六
頁
。

C
h
a
r
l
e
sー

O
l
i
v
i
e
r
C
a
r
b
o
n
e
l
l
,
 
Histoire 
et 
historiens, 
ミ
i
e
m
u
iミ
lion
ideologique 
d
e
s
 
historiens 
fr, ミ
n
Qミ
・s

Carbonell.'• 

L
a
 n
a
i
s
s
a
n
c
e
 d
e
 la 
R
e
v
u
e
 h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
 1
8
7
6
-
1
8
8
5
,
"
 
R
.
 H
.
 `

 
C
C
L
V
 (
1
9
7
6
)
,
 
3
3
5
.
,
 
G
u
y
 B
o
u
r
d
e
 et 
H
e
r
v
e
 M
a
r
t
i
n
,
 L
e
s
 

G
a
b
r
i
e
l
 M
o
n
a
d
,
 "
O
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s
 d
e
 M
.
 M
o
n
a
d
,
"
 R
e
v
u
e
 internationale_ d
e
 l'enseignement, 
X
X
X
I
 (
1
8
9
6
)
 
｀
 
5
4
6
.
 

（
創
文
社
、
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(18) 
W
i
l
l
i
a
m
 
R. K
e
y
l
o
r
,
 A
c
a
d
e
m
y
 a
n
d
 C
o
m
m
u
n
i
t
y
:
 T
h
e
 F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
 o
f
 the F
r
e
n
c
h
 Historical P
r
o
f
e
s
s
i
o
n
 
(
C
a
m
b
r
i
d
g
e
,
 1
9
7
5
)
,
 
pp. 

(19) 

(20) 

(21) 

(17) 

(16) 

(15) 
こ
の
時
代
の
（
自
然
）
科
学
信
仰
を
示
す
好
個
の
事
例
と
し
て
、
哲
学
者
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
の
言
葉
は
引
用
に
値
す
る
。
か
れ
は
一
八
六
六
年
に
、
「
哲
学

の
真
の
方
法
は
自
然
科
学
の
方
法
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
断
言
し
た
の
で
あ
る
。
『
世
界
の
名
著

51

プ
レ
ン
タ
ー
ノ
、
フ
ッ
サ
ー
ル
』
（
中
央
公
論
社
、

一
九
七

0
年
）
細
谷
恒
夫
解
説
、
ロ
一
頁
。

ア
ン
リ
・
セ
ー
も
批
判
す
る
よ
う
に
、
実
際
の
コ
ン
ト
は
、
歴
史
を
重
視
し
た
と
は
い
え
、
歴
史
は
普
遍
か
ら
特
殊
へ
進
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

歴
史
は
事
実
の
収
集
か
ら
始
ま
る
と
い
う
の
が
、
セ
ー
の
立
場
で
あ
っ
た
。

H
e
n
r
i
S
e
e
,
 
S
c
i
e
n
c
e
 
et 
p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
 
d
e
 l'histoi
苔
ze
ed. 
(Paris, 

1
9
3
3
)
,
 
p
p
.
 7
9ー

8
0
.

ク
ロ
ー
チ
ェ

『
歴
史
の
理
論
と
歴
史
』
羽
仁
五
郎
訳
（
岩
波
文
庫
、
一
九
五
三
年
）
三
四
六
＼
三
七

0
頁
。
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
『
歴
史
と
は
何
ぞ
や
』
坂
ロ
・

小
野
訳
（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
六
年
）
四
五
＼
四
九
頁
。
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
『
歴
史
の
観
念
』
小
松
・
三
浦
訳
（
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
七

0
年
）
一
三

四
＼
一
四
二
貝
。
マ
ン
ハ
イ
ム
『
歴
史
主
義
』
徳
永
拘
訳
（
未
来
社
、
一
九
七

0
年
）
九

0
頁。

C
・
ア
ン
ト
ー
ニ
『
歴
史
主
義
』
新
井
慎
一
訳
（
創
文

一
九
七
三
年
）
一
四
〇
＼
一
四
二
、
一
八

0
頁。

w
.
H
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
『
歴
史
哲
学
』
神
山
四
郎
訳
（
創
文
社
、
一
九
七
八
年
）
一
九
五
＼
一
九

社、八
頁
。

8
-
1
0
.
 

C
a
r
b
o
n
e
l
l
,
 H
i
s
t
o
i
r
e
 
et 
historiens, 
p. 4
0
7
.
 

C
h
a
r
l
t
o
n
,
 
op. cit• 

,
 chs. 

I
V
,
 V
Iー

V
I
I
.
な
お

J
.
s
．
ミ
ル
も
リ
ト
レ
を
、
「
弟
子
た
る
こ
と
を
自
任
し
て
い
る
人
々
の
う
ち
で
、

点
か
ら
み
て
も
最
も
卓
越
し
た
人
物
」
と
か
、
「
コ
ン
ト
氏
の
誤
謬
か
ら
脱
却
し
て
い
る
唯
一
の
人
物
」
と
評
価
し
て
い
る

九
、
八
七
頁
）
。

コ
ン
ト
の

(
J
.
S
・
ミ
ル
、
前
掲
書
、

C
h
a
r
l
e
s
 S
e
i
g
n
o
b
o
s
,
 "
L
e
s
 c
o
n
d
i
t
i
o
n
s
 p
s
y
c
h
o
l
o
g
i
q
u
e
s
 d
e
 la c
o
n
n
a
i
s
s
a
n
c
e
 e
n
 histoire," 
R
e
v
u
e
 p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
q
u
e
 d
e
 la 
F
r
a
n
c
e
 et 
d
e
 

ミ
rミ
n
g
e
r、
X
X
I
V
(
1
8
8
7
)
,
 
1

ー

3
2
,

1
6
8ー

1
7
9
.
,

Do., L
a
 m
e
t
h
o
d
e
 h
i
s
t
o
n
・
q
u
e
d
p
p
l
i
q
u
へe
a
u
x
 sciences 
sociales 
(Paris, 1
9
0
1
)
 ., 

R. F
a
w
t
i
e
r
 

ed., "
L
a
 d
e
m
i
e
r
e
 lettre d
e
 C
h
a
r
l
e
s
 S
e
i
g
n
o
b
o
s
 a
 Fe
r
d
i
n
a
n
d
 L
o
t
,
"
 R
.
 
H., C
C
X
 (1
9
5
3
)
,
 1

ー

1
2
.
,

M
a
r
t
i
n
 Siegel, "
H
e
n
r
i
 B
e
r
r
'
s
 R
e
v
u
e
 

d
e
 s
y
n
t
h
e
s
e
 h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
,
"
 
H
i
s
t
o
r
y
 
a
n
d
 T
h
e
o
r
)
 ̀p、
X
I
(
1
9
7
0
)
,
 
3
2
9
-
3
3
0
.
 

(22)
渡
邊
和
行
、
前
掲
論
文
、
一
九
頁
。
な
お
前
掲
の
富
永
健
一
『
現
代
の
社
会
科
学
者
』
は
、
実
証
主
義
史
学
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
「
実

証
主
義
」
対
「
理
念
王
義
」
と
い
う
枠
組
に
よ
っ
て
実
証
主
義
潮
流
の
整
理
を
試
み
て
お
り
、
有
益
な
文
献
と
い
い
う
る
。
そ
の
な
か
で
氏
は
、
一
九
世

紀
の
サ
ン
11

シ
モ
ン
や
コ
ン
ト
、

J
.
s
．
ミ
ル
ら
の
古
典
的
実
証
主
義
か
ら
二
十
世
紀
の
論
理
実
証
主
義
を
経
た
新
実
証
主
義
へ
の
展
開
を
鳥
諏
さ
れ

四
六

ど
の
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の
よ
う
な
状
況
が
、

モ
ノ
ー
が
歴
史
研
究
の
道
に
は
い
っ
た
と
き
の
状
況
で
あ
っ
た
。

四
七

つ
ま
り
両
校
と
も
に
、
歴
史
家
を
系
統
的
に
養
成
す

欠
で
あ
っ
た
状
況
を
浮
き
ぼ
り
に
し
よ
う
。

モ
ノ
ー
の
弟
子
の
一
人
で
あ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
フ
ィ
ス
テ
ル
は
、
『
史
学
雑
誌
』
の
五

0
年
記
念
論
集
に
お
い
て
、

の
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
一
文
に
依
拠
し
て
、
こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
に
歴
史
学
の
革
新
が
不
可

両
校
の
教
育
は
、

こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
歴
史
学
は
二
つ
の
教
育
機
関
で
教
え
ら
れ
て
い
た
。
高
等
師
範
学
校
と
古
文
書
学
院
で
あ
る
。
し
か
し

と
も
に
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
古
文
書
学
院
の
教
育
は
非
常
に
専
門
的
で
、
し
か
も
中
世
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
時
期
の
古
文
書
学
院
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
一
般
化
は
禁
じ
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、

と
は
必
定
で
あ
る
。
古
文
書
学
院
は
な
に
よ
り
も
、
古
文
書
学
者
と
古
文
書
保
管
人
の
養
成
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
高
等
師
範
の
歴
史
教
育
は
一
般
的
で
あ
り
、
最
終
学
年
の
三
年
に
な
っ
て
一
級
教
員
資
格
試
験
の
た
め
に
、
歴
史
と
地
理
を
大
急

ぎ
で
学
ぶ
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
試
験
の
た
め
の
授
業
計
画
も
な
か
っ
た
し
、
高
等
師
範
の
初
め
の
二
年
間
は
、
学
士
号
の

準
備
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

し
て
い
た
が
、
歴
史
研
究
者
は
そ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

る
制
度
や
機
関
は
不
在
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
歴
史
学
は
締
め
だ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
高
等
師
範
は
、
教
授
の
養
成
を
目
的
と

ま
っ
た
く
の
偶
然
に
よ
る
以
外
に
、

て
い
る
。

普
仏
戦
争
の
衝
撃
と
歴
史
学

い
き
お
い
研
究
も
瑣
事
に
埋
没
し
た
も
の
と
な
る
こ

フ
ラ
ン
ス
で
は
歴
史
家
は
生
み
だ
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

一
八
七

0
年
前
後
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と
い
っ
て
よ
い
。

門
雑
誌
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
前
稿
で
触
れ
た
が
、

と
も
あ
れ
普
仏
戦
争
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
勝
利
に
よ
っ
て
、

一
八
七
二
年
か
ら
一
八
八

0
年
の
間
に
、

一
八
七
一
年
の
七
四
四
五
点
か
ら
一
八
七
五
年
の

フ
ラ
ン
ス
諸
学
の
活
性
化
は
、
以
下
の
諸

こ
の
状
況
を
大
き
く
展
開
さ
せ
た
の
が
、
普
仏
戦
争
で
あ
る
。
旧
稿
に
お
い
て
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
実
証
主
義
史
学
の
成
立
に
、
普

仏
戦
争
の
敗
北
は
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
敗
戦
の
結
果
は
、
フ
ラ
ン
ス
諸
学
の
、
と
り
わ
け
歴
史
研
究
の
大
い
な
る
発
達
で
あ

(

3

)

(

4

)

 

っ
た
。
ラ
ン
ケ
史
学
の
成
立
に
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
大
き
く
寄
与
し
た
よ
う
に
、
実
証
主
義
史
学
の
確
立
に
も
フ
ラ
ン
ス
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
九
世
紀
前
半
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
、
非
合
理
的
で
想
像
力
に
富
む
ロ
マ
ン
主
義

一
八
七

0
年
代
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
合
理
的
な
科
学
主
義
に
支
え
ら
れ
て
い
た
点
に
そ
の
特
色

の
ち
の
仏
独
両
国
の
歴
史
学
の
展
開
を
規
定
す
る
因
子
と
し
て
重

要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ド
イ
ツ
の
歴
史
学
が
、
歴
史
主
義
と
い
う
思
想
に
よ
っ
て
歴
史
個
体
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
個
別
的
事
実
を
発
見
し

た
か
ら
で
あ
る
。
堅
実
な
考
証
と
い
う
技
術
を
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
か
ら
学
ん
だ
と
し
て
も
、

フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
は
、
実
証
科
学
の
精
神
に
よ
っ
て
導
か
れ
事
実
の
確
定
を
め
ざ
し

フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
が
独
自
の
道
を
歩
ん
だ

の
も
こ
こ
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
事
実
の
認
識
を
基
礎
づ
け
る
哲
学
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
諸
学
の
活
性
化
を
望
む
声
は
、

イ
ツ
か
ら
科
学
的
刺
激
を
う
け
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
学
問
の
遅
れ
を
取
り
も
ど
す
べ
く
努
め
た
。

事
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
知
的
生
産
の
指
標
と
も
い
い
う
る
出
版
件
数
が
、

(
5
)
 

一
四
一
九
五
点
へ
と
倍
増
し
た
こ
と
で
あ
る
（
約
四

0
0
0
の
定
期
刊
行
物
を
除
く
）
。
第
二
に
、

多
く
の
学
術
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
ロ
マ
ニ
ア
』
・
『
史
学
雑
誌
』
・
『
文
献
学
雑
誌

R
e
v
u
e
d
e
 philologie
』
.
『
地
理

学
評
論

R
e
v
u
e
d
e
 g
e
o
g
r
a
p
h
i
e
』
.
『
哲
学
雑
誌

R
e
v
u
e
p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
q
u
e
』
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
学
問
研
究
の
発
達
と
専

こ
れ
ら
の
雑
誌
は
殆
ど
が
ド
イ
ツ
か
ら
知
的
刺
激
を
う
け
、
範
を
ド
イ
ツ
に
仰
い
だ

理
解
す
る
と
い
う
道
を
た
ど
っ
た
の
に
対
し
て
、

が
見
ら
れ
る
。
論
点
を
さ
き
ど
り
し
て
述
べ
る
な
ら
、

に
色
ど
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、

こ
の
差
異
は
、

一
層
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ド

四
八
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戦
は
フ
ラ
ン
ス
を
二
つ
の
方
向
に
い
ざ
な
い
、
こ
の
二
方
向
は
期
せ
ず
し
て
歴
史
学
の
革
新
に
向
か
っ
て
収
束
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

を
す
る
こ
と
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
の
過
去
の
栄
光
に
光
が
あ
て
ら
れ
た
。
二
方
向
と
も
に
、
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
必
要
と
し
た
の
で
あ

第
一
の
敗
因
の
究
明
は
、
以
下
の
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
っ
て
歴
史
学
の
科
学
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

で
は
な
く
て
内
に
求
め
ら
れ
た
。
「
わ
れ
わ
れ
は
敗
北
の
原
因
を
わ
れ
わ
れ
の
内
部
に
も
っ
て
い
た
」
と
い
う
文
部
大
臣
ジ
ュ
ー
ル
・
シ
モ

ン
の
言
葉
は
、
左
右
を
問
わ
ず
、
当
時
の
知
識
人
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
た
。
排
外
主
義
に
眼
を
曇
ら
さ
れ
て
い
な
い
知
識
人
に
と
っ

(
8
)
 

て
、
フ
ラ
ン
ス
の
敗
北
は
フ
ラ
ン
ス
の
知
性
の
敗
北
、
と
り
わ
け
教
育
制
度
の
敗
北
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
普
仏
戦
争
に
勝

(
9
)
 

利
し
た
の
は
ド
イ
ツ
の
大
学
で
あ
る
と
い
う
ル
ナ
ン
の
言
葉
が
、
そ
れ
を
象
徴
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
も
ド
イ
ツ
の
「
科

(10) 

学
的
精
神
こ
そ
が
、
わ
れ
わ
れ
を
打
ち
破
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
敗
戦
と
い
う
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
亀
裂
が
、

の
危
機
的
状
況
を
満
天
下
に
晒
け
だ
し
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
学
問
の
危
機
と
は
、
学
問
が
生
に
対
す
る
有
意
義
性
を
喪
失
し
た
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
危
機
は
、
深
か
っ
た
の
で
あ
る
。
敗
因
が
高
等
教
育
の
立
ち
遅
れ
に
あ
る
以
上
、
そ
こ
か
ら
導
出

フ
ラ
ン
ス
の
教
育
制
度
を
改
革
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
敗
戦
国
が
軍

ラ
ヴ
ィ
ス
や
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
が
七

0
年
代
に
、

さ
れ
る
結
論
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
に
進
ん
だ
知
識
を
求
め
、

事
的
勝
利
に
決
定
的
役
割
を
演
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
戦
勝
国
の
進
ん
だ
諸
制
度
を
と
り
い
れ
る
こ
と
は
、

そ
れ
に
し
て
も
か
つ
て
の
文
化
大
国
フ
ラ
ン
ス
が
、
宿
敵
ド
イ
ツ
に
学
ぼ
う
と
い
う
態
度
を
示
し
た
こ
と
は
先
例
の
な
い
事
態
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
史
の
研
究
や
ド
イ
ツ
の
教
育
制
度
の
視
察
に
赴
い
た
の
も
、
ド
イ
ツ
に
学
び
ド
イ

ツ
の
強
大
さ
の
理
由
を
探
る
と
い
う
国
策
的
動
機
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

る。 第
一
の
方
向
は
敗
因
を
究
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
に
敗
戦
は
、

四
九

い
わ
ば
歴
史
的
公
理
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
諸
学
の
復
興
の
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
歴
史
学
は
、

と
く
に
重
視
さ
れ
た
。
敗

フ
ラ
ン
ス
の
過
去
の
総
点
検
が
な
さ
れ
た
。
第
二
の
方
向
は
敗
北
と
い
う
傷
口
の
手
当

フ
ラ
ン
ス
の
敗
因
は
、
外
に

フ
ラ
ン
ス
諸
学

か
く
し
て
敗
因
の
究
明
は
、
学
制
改
革
と
結
合
す
る
こ
と
と
な
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っ
た
。
教
育
制
度
の
改
革
の
一
環
と
し
て
、
歴
史
学
の
革
新
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
歴
史
学
を
、
哲
学
や
文
学
か
ら

独
立
し
た
学
科
目
と
す
る
努
力
と
し
て
表
わ
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
に
は
デ
カ
ル
ト
に
よ
っ
て
否
認
さ
れ
た
歴
史
学
を
、
科
学
と
し
て
措
定

す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

力
す
べ
き
目
標
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
歴
史
学
内
部
か
ら
、
科
学
性
の
追
求
と
い
う
認
識
論
的
要
求
が
自
生
し
て
く
る
。
歴
史
学
の
科
学

性
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
、
方
法
論
の
科
学
性
が
重
視
さ
れ
る
に
い
た
る
。
ド
イ
ツ
の
歴
史
学
方
法
論
は
、
歴
史
学
が
科
学
た
る
ゆ
え

ん
を
証
明
す
る
武
器
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
の
方
向
も
、
歴
史
学
の
発
達
に
貢
献
し
た
。
敗
戦
は
「
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
ひ
ど
い
混
乱
」
を
も
た
ら
し
、

(11) 

生
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
を
自
問
し
て
、
息
苦
し
い
ほ
ど
の
不
安
に
陥
っ
た
」
と
告
白
し
て
い
る
。
敗
戦
の
結
果
は
『
フ
ラ
ン
ス
の
内
乱
』

（
マ
ル
ク
ス
）
で
あ
り
、

ナ
ン
）

か
く
し
て
歴
史
学
を
独
立
科
学
と
し
て
制
度
化
す
る
た
め
の
認
識
論
的
切
断
こ
そ
、
若
き
歴
史
家
の
尽

ア
ル
ザ
ス
と
ロ
レ
ー
ヌ
両
県
の
喪
失
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
領
の
ド
イ
ツ
ヘ
の
割
譲
は
、
「
国
民
と
は
何
か
」
（
ル

(12) 

と
い
う
こ
と
を
再
考
さ
せ
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
国
民
」
の
再
定
義
に
は
、
当
然
、
歴
史
が
動
員
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
の
精
神
的
な
「
救
済
と
再
生
」

う
精
神
的
外
傷
を
癒
す
特
効
薬
と
し
て
重
宝
が
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
敗
戦
と
い
う
現
在
の
恥
辱
を
過
去
の
共
和
主
義
的
栄
光

に
よ
っ
て
慰
撫
し
、
国
民
に
衿
侍
を
取
り
も
ど
さ
せ
る
こ
と
が
、
歴
史
学
に
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
歴
史
学
は
、
意
気
阻
喪
し
た
国
民

(13) 

に
一
体
感
と
和
合
を
も
た
ら
し
、
愛
国
的
な
国
民
感
情
の
涵
養
に
役
立
て
ら
れ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

含
め
た
科
学
の
制
度
化
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
、

こ
の
研
究
に
よ
っ
て
こ
そ
、

ラ
ヴ
ィ
ス
も
、

の
道
の
一
っ
が
、
歴
史
学
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
歴
史
学
は
、
敗
戦
と
い

一
九
世
紀
に
お
い
て
、
歴
史
学
も

(14) 

つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
わ
が
国
が
必
要
と
す
る
精
神
的
統
一
と
精
神
的
な
力
と
を
、

率
直
に
宣
―
―
-
E

し
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
の
主
要
任
務
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
過
去
の
研
究
は
、
今
日
、
国
民
的
重
要
性
を
も
つ
に
い
た
っ
た
。

(15) 

わ
が
国
に
与
え
う
る
の
で
あ
る
。
」

フ
ラ
ン
ス
の
文
化
的
衿
侍
へ
の
恒
久
的
損
傷
を
何
よ
り
も
危
惧
し
て
い
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
不
満
と
な
っ
て
吐
露
さ

モ
ノ
ー
は
「
救
済
と
再

五
〇

モ
ノ
ー
も

6-4-608 (香法'87)



フランス実証主義史学の成立とガプリエル・モノー（渡邊）

は
め
、

義
と
結
合
し
た
科
学
の
概
念
を
提
唱
し
て
い
た
の
は
、

れ
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
過
去
の
知
的
栄
光
を
取
り
も
ど
す
手
段
に
つ
い
て
、

か
つ
て
は
偉
大
な
科
学
的
発
見
を
な
し
た
フ
ラ
ン
ス
が
、
今
や
ド
イ
ツ
の
後
塵
を
拝
す
る
国
に
転
落
し
て
い
る
と
い
う

(16) 

ま
っ
た
＜
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
。

め
の
処
方
箋
は
愛
国
的
か
つ
共
和
主
義
的
な
国
民
精
神
の
作
興
で
あ
り
、

し
た
の
で
あ
る
。

五

つ
ま
り
傷
口
の
手
当
の
た

ド
イ
ツ
の
「
大
学
教
育
が
国
民
精
神
を
発
展
さ
せ
」
、
歴
史
家
が
ド
イ
ツ
国
民
の
精
神
的
統
一
に
貢
献
し
て
い
た
か
ら
で

こ
の
よ
う
に
歴
史
学
の
地
位
向
上
を
願
う
歴
史
家
の
考
え
と
、
共
和
主
義
的
な
国
民
作
興
を
計
ら
ん
と
す
る
政
治
家
の
考
え
と
が
一
致

(18) 

共
和
政
と
歴
史
学
と
の
同
盟
が
成
立
す
る
。
民
主
主
義
と
科
学
と
の
同
盟
と
言
い
か
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
民
主
主

(19) 

の
協
力
者
で
も
あ
っ
た
エ
ミ
ー
ル
・
リ
ト
レ
で
あ
る
。
か
く
し
て
歴

と
い
う
の
は
、

(17) 

あ
る
。

の
に
、

『
史
学
雑
誌
』

史
学
の
革
新
に
、
す
な
わ
ち
実
証
主
義
史
学
の
制
度
化
に
有
利
な
環
境
が
築
か
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
歴
史
学
の
革
新
が
、

ス
ム
ー
ズ
に
進
捗
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
高
等
師
範
で
も
、
何
ら
か
の
改
革
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
コ

．
．
．
 

ド
イ
ツ
の
影
響
に
く
つ
わ
を

ン
セ
ン
サ
ス
は
あ
っ
た
が
、
普
仏
戦
争
後
、
校
長
に
任
命
さ
れ
た
ピ
エ
ー
ル

•
E

．
ベ
ル
ソ
ー
の
よ
う
に
、

(20) 

一
般
教
養
的
教
育
を
擁
護
す
る
人
物
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。

(
1
)
 
C
h
r
i
s
t
i
a
n
 
Pfister, 
"
L
e
 c
i
n
q
u
a
n
t
e
n
a
i
r
e
 
d
e
 la 
R
e
v
u
e
 historique," 
in 
Histoire 
et 
histon・ens 
depuis 
c
i
n
q
u
a
n
t
e
 
ans, 
m
e
t
h
o
d
e
s
,
 

o
r
g
a
m終
t
i
o
n
e
t
r含
ミ
ミ
s

d
u
 tn念
ミ
こ
g
t
o
r
i
q
u
e
d
e
]8
7
6
 ii 
1
9
2
6
,
 t. 
I
 

(Paris, 1
9
2
7
)
 ｀
 
viiー

x.
な
お
フ
ィ
ス
テ
ル
は
、
一
九
一
九
年
か
ら
二

六
年
ま
で
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
大
学
の
文
学
部
長
を
務
め
、
二
七
年
か
ら
三
一
年
ま
で
学
長
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
大
学
は
過
去
の
経
緯
か

ら
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
「
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
重
要
な
大
学
で
あ
っ
た
。
モ
ノ
ー
の
弟
子
の
フ
ィ
ス
テ
ル

が
、
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
第
一
世
代
た
る
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
と
マ
ル
ク
・
プ
ロ
ッ
ク
の
同
僚
で
あ
っ
た
事
実
は
、
フ
ェ
ー
ヴ
ル
と
実
証
主
義
史
家

と
の
関
係
に
新
た
な
光
を
投
ず
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
か
れ
ら
の
人
事
に
誰
の
推
薦
が
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
同
じ
歴
史
家
で
あ

こ
の
点
で
も
ド
イ
ツ
の
大
学
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

6-4-609 (香法'87)



(
5
)
 

る
学
部
長
フ
ィ
ス
テ
ル
が
関
与
し
な
い
は
ず
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
も
、
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
第
一
世
代
と
実
証
主
義
史
家
と

の
隔
た
り
は
、
今
日
、
想
像
さ
れ
る
よ
り
狭
か
っ
た
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

(
2
)
渡
邊
和
行
「
フ
ラ
ン
ス
実
証
主
義
史
学
成
立
の
背
景
」
『
香
川
法
学
』
第
五
巻
第
四
号
(
-
九
八
六
年
）
五
五
＼
五
八
頁
。

C
a
r
b
o
n
e
l
l
,

H
i
s
t
o
i
r
e
 
et 

h25[0
葵
ns,
p
p
.
 4

5
9
-
4
 78. 

(
3
)

一
八
八
九
年
に
モ
ノ
ー
が
著
わ
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
研
究
に
つ
い
て
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
を
参
照
の
こ
と
。
モ
ノ
ー
は
こ
の
な
か
で
、
研
究
組
織
・
学
会
・

政
府
の
活
動
・
雑
誌
な
ど
の
制
度
面
か
ら
、
普
仏
戦
争
以
降
の
歴
史
研
究
の
飛
躍
を
物
語
っ
て
い
る
。

M
o
n
o
d
,

"
L
e
s
 
e
t
u
d
e
s
 
h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
s
 
e
n
 

F
r
a
n
c
e
,
"
 R
e
 ~)
u
e
i
n
[
e
m
d
l
i
o
n
d
l
e
d
e
[
'
e
n
s
e心
P
i
e
m
e
n
[、

X
V
I
I
I
(
1
8
8
9
)
,
 
5
8
7ー

599.

(
4
)
蛇
足
な
が
ら
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
ラ
ン
ケ
評
価
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
「
ラ
ン
ケ
に
見
事
な
か
た
ち
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
真
の

芸
術
家
の
仕
事
と
い
う
も
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
を
よ
く
知
ら
れ
た
観
点
に
関
係
づ
け
な
が
ら
、
し
か
も
あ
る
新
し
い
も
の
を
創
造
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
と
い
う
か
た
ち
で
発
揮
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
」
と
ラ
ン
ケ
を
讃
え
て
い
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
「
社
会
科
学
お
よ
び
社
会
政
策
的
認
識
の
〈
客
観

性
〉
」
徳
永
洵
訳
『
現
代
社
会
学
大
系

5

ウ
ェ
ー
バ
ー
社
会
学
論
集
』
（
青
木
書
店
、
一
九
七
一
年
）
所
収
、
七
七
頁
。

C
h
a
r
l
e
s
 L
o
u
a
n
d
r
e
,
 "
L
e
s
 e
t
u
d
e
s
 h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
s
 e
n
 F
r
a
n
c
e
 d
e
p
u
i
s
 la g
u
e
r
r
e
,
"
 R
e
 ~
、9

u
e
 d
e
s
 D
e
u
x
 M
a
n
d
e
s
,
 t. 
1
9
 
(
1
5
 j
a
n
v
i
e
r
 1
8
7
7
)
,
 428. 

こ
の
時
期
の
歴
史
研
究
の
盛
況
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
『
史
学
雑
誌
』
と
モ
ノ
ー
に
つ
い
て

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

こ
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
の
論
文
の
出
現
は
、

は
、
触
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

C
l
a
u
d
e
 D
i
g
e
o
n
,
 L
a
 crise 
a
l
l
e
mミ
n
d
e
d
e
 
la 
p
e
n
s
e
e
 /Y<ミ
n
Q
ミ
箆

]
8
7
0
1
9
]
4
(
P
a
r
i
s
,
1
9
5
9
)
,
 
p
p
.
 3
7
2ー

373.

I
b
i
d
:
 p
p
.
 7

8
 
|
 

79., 
cf., 
M
.
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r
o
z
,
 L
e
s
 r
e
l
a
t
i
o
n
s
 
intellectuelles J
r
a
n
c
oー

d
[l
e
m
a
n
d
e
s
 
d
e
 1
8
7
1
 a
 19
1
4
 
(
P
a
r
i
s
,
 
1
9
6
7
)
,
 p
p
.
 1ー

OO.

七

0
年
後
に
、
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
が
同
様
の
結
論
を
下
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
『
奇
妙
な
敗
北
』
井
上
幸
治
訳
（
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
七

0
年
）
一

□

七
＼
一
三
一
三
頁
。

L
u
c
i
e
n
F
e
b
v
r
e
,
 op. 
cit., 
p. 
406. 邦
訳
、
↓
―
一
五
頁
。

ル
ナ
ン
は
す
で
に
一
八
六

0
年
代
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
大
学
の
知
的
卓
越
性
と
の
比
較
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
の
改
革
に
つ
い
て
提
言
し
て
い
る
。

E
r
n
e
s
t
 R
e
n
a
n
,
 "
L
'
i
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
 s
u
p
e
r
i
e
u
r
e
 e
n
 F
r
a
n
c
e
,
 s
o
n
 h
i
s
t
o
i
r
e
 et 
s
o
n
 a
v
e
n
i
r
,
"
 R
塁
u
e
d
e
s
 
D
e
u
x
 M
 0
 nd
e
s
 
(
m
a
i
 1
8
6
4
)
,
 7
3
-
9
5
.
 

(10) 
D
i
g
e
o
n
,
 op. 
cit., 
p. 
273. 

(11) 
G
.
 M
o
n
o
d
,
 A
l
l
e
mミ
n
d
s
et 
F
Y
<ミ
nr;ais
:
 s
o
u
苔
n
i
r
s
d
e
 c
ミ
ミ
奏
戸
ze
ed. 
(
P
a
r
i
s
,
 
1
8
7
2
)
,
 
p. 
1
4
0
 

(12) 
R
a
o
u
l
 G
i
r
a
r
d
e
t
,
 
L
e
 n
a
t
i
o
n
a
l
i
s
m
e
 Jranr;ais 
1
8
7
1
-
1
9
1
4
 
(
P
a
r
i
s
 ̀

 
1
9
8
3
)
,
 p
p
.
 6
2ー

69.

(13) 
J
a
c
q
u
e
s
 et 
M
o
n
a
 O
z
o
u
f
,
 "
L
e
 t
h
e
m
e
 d
u
 p
a
t
r
i
o
t
i
s
m
e
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a
n
s
 les m
a
n
u
e
l
s
 p
r
i
m
a
i
r
e
s
,
"
 
M
o
u
v
e
m
e
n
t
 social 
(
o
c
tー

d
e
e
.
1
9
6
4
)
.
 
5ー

32.,

五

6-4 -610 (香法'87)
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モ
ノ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
に
寄
与
し
た
最
大
の
功
績
で
あ
る
こ
と
に
誰
し
も
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
史
学
雑
誌
』
は
歴
史
学
全
般
に
わ
た
る
最
初
の
専
門
雑
誌
で
あ
り
、
実
証
主
義
史
家
の
機
関
誌
と
し
て
、
実
証
主
義
史
学
の
制
度
化
に
大

一
八
七
六
年
の
一
月
で
あ
る
。
わ
ず
か

き
な
役
割
を
演
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
『
史
学
雑
誌
』
が
発
刊
さ
れ
た
の
は
、

一
票
差
に
よ
っ
て
第
三
共
和
政
を
産
み
だ
し
た
ワ
ロ
ン
修
正
法
が
可
決
さ
れ
て
、
一
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
『
史
学
雑
誌
』
は
文
字
通
り
、

モ
ノ
ー
に
専
門
雑
誌
の
発
刊
を
促
す
外
因
と
な
っ
た
ヴ
ァ
イ
ツ
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
前
稿
に
お
い
て
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
内
因

と
も
い
う
べ
き
一
八
六

0
年
代
に
創
刊
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
専
門
雑
誌
を
、
モ
ノ
ー
が
い
か
に
評
価
し
て
い
た
の
か
を
『
史
学
雑
誌
』
の

創
刊
に
い
た
る
前
史
と
し
て
一
瞥
し
て
お
こ
う
。
な
ぜ
な
ら
六

0
年
代
に
発
刊
さ
れ
た
専
門
雑
誌
へ
の
不
満
が
、

の
刊
行
に
駆
り
た
て
た
か
ら
で
あ
る
。
モ
ノ
ー
自
身
、

て
あ
る
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
た
。
そ
の
雑
誌
と
は
、
『
歴
史
問
題
評
論

R
e
v
u
e
d
e
s
 Q
u
e
s
t
i
o
n
s
 historiques
』

功
、
そ
れ
が
生
ん
だ
幸
運
な
結
果
、

そ
の
購
読
か
ら
わ
れ
わ
れ
自
身
が
得
た
利
益
は
、

第
三
共
和
政
と
と
も
に
成
長
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

『
史
学
雑
誌
』

（一）

一
八
六

0
年
代
の
歴
史
学
雑
誌

の
創
刊
は
、

ざ
る
を
え
な
い
。

モ
ノ
ー
は
そ
の
デ
ュ
リ
ュ
イ
が
創
設
し
た
高
等
研
究
院
で
、
歴
史
家
の
第
一
歩
を
印
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
モ
ノ
ー

の
関
心
は
、
歴
史
教
育
の
改
革
よ
り
も
ま
ず
歴
史
研
究
の
革
新
に
向
け
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
始
め
ら
れ
ド
イ
ツ
で
磨
き
あ
げ
ら
れ
た
考

証
の
復
活
が
、
最
初
の
仕
事
と
な
っ
た
。
考
証
の
方
法
は
、
高
等
研
究
院
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
通
し
て
、
徹
底
的
に
学
生
に
教
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
モ
ノ
ー
は
、
高
等
研
究
院
の
少
人
数
の
学
生
に
だ
け
で
は
な
く
て
、

も
っ
と
広
範
な
人
々
に
「
新
し
い
歴
史
」
を
伝
え

る
手
段
を
望
ん
で
い
た
。
そ
の
希
望
が
、
『
史
学
雑
誌
』
と
な
っ
て
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

一
八
七
六
年
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
九
年
前
、
本
誌
と
同
じ
意
図
を
も
っ

で
あ
る
。
そ
れ
が
得
た
成

わ
れ
わ
れ
が
そ
の
雑
誌
を
手
本
と
す
る
の
に
励
ま

モ
ノ
ー
を
新
し
い
雑
誌

五
四
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る
学
者
」

し
と
な
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
『
歴
史
問
題
評
論
』
は
、
わ
れ
わ
れ
が
提
起
す
る
理
想
か
ら
か
な
り
遠
ざ
か
っ
て
お
り
、
そ
の
存
在
が
本

誌
を
無
用
の
長
物
に
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
」
こ
の
よ
う
に
『
歴
史
問
題
評
論
』
（
以
下
、
『
評
論
』
）
は
、
反
面
教
師
と
し
て
、

学
雑
誌
』

あ
る
。

の
誕
生
に
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
雑
誌
の
体
裁
と
構
成
の
点
で
は
、
両
誌
の
間
に
直
接
的
関
係
が
見
ら
れ
る
の
で

フ
ラ
ン
ス
の

『
評
論
』
が
発
刊
さ
れ
た
一
八
六
六
年
に
は
、

(
3
)
 

『
批
評
』
）
も
創
刊
さ
れ
て
い
る
。
『
評
論
』
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
歴
史
家
が
中
心
と
な
っ
た
の
に
対
し
て
、

を
学
ん
で
き
た

G
．
パ
リ
ス
や
シ
ャ
ル
ル
・
モ
レ
ル
、
ポ
ー
ル
・
メ
イ
エ
ル
と
い
っ
た
若
い
学
者
が
編
集
に
あ
た
っ
て
い
た
。

G
．
パ
リ

交
際
の
あ
っ
た
ロ
マ
ン
語
学
者
で
あ
る
。
『
批
評
』
の
協
力
者
に
は
、

雑
誌
で
あ
り
、
科
学
的
な
歴
史
を
め
ざ
し
て
、
史
料
に
依
拠
し
な
い
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
を
断
罪
し
始
め
た
。
当
時
、
好
評
を
博
し
て
い
た

る
。
モ
レ
ル
は
フ
ュ
ス
テ
ル
が
、
古
代
文
明
の
一
面
と
私
法
や
公
法
の
概
念
を
明
確
に
し
た
こ
と
を
認
め
る
。
し
か
し
モ
レ
ル
は
、
『
古
代

へ
の
「
公
的
贋
懲
」

で
あ
る
と
、

フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
の

『
古
代
都
市
』
(
-
八
六
四
年
刊
行
）
も
、

五
五

モ
レ
ル
に
よ
っ
て
批
判
の
俎
上
に
の
せ
ら
れ
た
の
で
あ

エ
ル
ネ
ス
ト
・
ル
ナ
ン
も
い
た
。
『
批
評
』
は
書
評
を
中
心
と
し
た

ス
は
高
等
研
究
院
で
モ
ノ
ー
の
同
僚
と
な
る
文
献
学
者
で
あ
り
、

メ
イ
エ
ル
は
モ
ノ
ー
の
下
宿
先
き
の
ド
・
プ
レ
サ
ン
セ
夫
妻
を
通
じ
て

下、
こ
の

明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

一
八
七
六
年
ま
で
、

フ
ラ
ン
ス
の
最
重
要
な
歴
史
学
雑
誌
は

『
史
学
雑
誌
』
は
ド
イ
ツ
の

『
史
学
雑
誌
』
よ
り
『
評
論
』
を
「
手
本
」
と
し
た
こ
と
が
、

に
基
づ
く
結
論
と
い
う
方
法
を
歴
史
家
に
自
覚
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

『
評
論
』

カ
ル
ボ
ネ
ル
の
調
査
で

(
2
)
 

で
あ
る
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

『
歴
史
・
文
学
批
評
雑
誌

R
e
v
u
e
critique d'histoire et d
e
 litterature
』
（
以

『
批
評
』
は
ド
イ
ツ
で
歴
史

都
市
』
に
は
誇
張
や
牽
強
附
会
が
見
う
け
ら
れ
、
逆
に
歴
史
的
批
判
の
跡
は
ま
っ
た
く
な
く
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
歴
史
を
構
築
せ
ん
と
す

(
4
)
 

る
人
が
常
に
失
敗
す
る
よ
う
に
、
フ
ュ
ス
テ
ル
も
失
敗
し
て
い
る
と
酷
評
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
批
評
』
の
舌
鋒
の
鋭
さ
は
、

セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
の
眼
に
「
取
り
締
ま
り

p
o
l
i
c
e
-
o
p
e
r
a
t
i
o
n
s
」
の
実
施
と
映
っ
た
ほ
ど
で
あ
り
、
か
れ
は
「
良
心
と
方
法
を
欠
如
し
て
い

(
5
)
 

そ
の
「
取
り
締
ま
り
」
を
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
書
評
欄
の
衝
撃
は
大
で
あ
り
、
史
実

カ
ミ
ー
ュ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
も
「
史
学
が
屡
々
そ
の
方
法
と
目
的
を 『史
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誌
を
、

0
年
一
本
、

一
八
六
六
年
創
刊
の
『
批
評
』
は
断
乎
と
し
て
史
学
に
そ
の
方
法
と
目
的
を
想
起
せ
し
め
た
」
と
記
し
て
い
る
。

一
八
六
九
年
の
後
半
に
三
本
の
書
評
を
寄
稿
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
七

七
二
年
九
本
、
七
三
年
―
一
本
、
七
四
年
九
本
と
旺
盛
な
書
評
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
モ
ノ
ー
は
、
一
八
七
三

(
8
)
 

年
に
は
編
集
委
員
と
な
り
、
雑
誌
編
集
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
『
史
学
雑
誌
』
が
書
評
を
重
視
し
た
の
も
、
『
批
評
』

の
影
饗
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、

(
9
)
 

領
域
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
批
評
』
が
週
刊
誌
で
あ
り
、
毎
号
―

1
0頁
を
こ
え
る
こ
と
も
な
く
、
従
っ
て
論
説
も
掲
載
さ
れ
ず
、

『
史
学
雑
誌
』
の
な
か
で
モ
ノ
ー
が
健
筆
を
ふ
る
っ
た
の
は
、
論
説
の
領
域
で
は
な
く
て
書
評
の

『
批
評
』
が
ド
イ
ツ
の
歴
史
学
方
法
論
に
依
拠
し
た
と
す
れ
ば
、

『
評
論
』

は
ド
イ
ツ
の
考
証
を
評
価
し
つ
つ
も
、

ィ
ク
ト
派
の
考
証
に
依
拠
し
た
。
『
評
論
』
は
史
料
や
証
言
の
批
判
的
取
り
扱
い
に
基
づ
く
公
正
で
客
観
的
な
歴
史
を
唱
道
し
た
が
、

真
意
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
や
合
理
主
義
者
に
よ
っ
て
歪
曲
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
や
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
歴
史
の
書
き
直
し
に
あ
っ
た
。

『
評
論
』
は
そ
の
方
法
に
お
い
て
実
証
主
義
的
方
法
を
採
り
、
歴
史
学
の
新
し
い
潮
流
と
合
致
す
る
も
の
を
も
っ
て
は
い
た
が
、

(10) 

な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
ゆ
え
に
、
第
一
二
共
和
政
の
歴
史
家
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
『
批
評
』
は
こ
の
ラ
イ
ヴ
ァ
ル

『
カ
ト
リ
ッ
ク
の
見
地
か
ら
検
討
さ
れ
た
歴
史
問
題
評
論
』
と
椰
楡
し
た
が
、

セ
ク
ト
の
機
関
誌
に
堕
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
言
葉
の
と
お
り
、

ス
ダ
ン
の
敗
北
後
、
『
評
論
』

は

王

党

派

的

色

彩

を

濃

く

し

、

モ

ノ

ー

も

指

摘

し

て

い

る

。

「

『

評

論

』

は

公

平

で

科

学

的

な

研

究
を
め
ざ
し
て
創
刊
さ
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
あ
る
政
治
的
宗
教
的
思
想
の
擁
護
の
た
め
に
創
刊
さ
れ
た
。
」
か
く
し
て
客
観
的
で
実
証
的

の
創
刊
号
の
主
張
は
、
幻
想
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

で
科
学
的
な
歴
史
を
め
ざ
す
と
い
う
『
評
論
』

あ
ま
り
に
専
門
家
を
対
象
と
し
た
雑
誌
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

モ
ノ
ー
に
不
満
の
種
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

モ
ノ
ー
も
『
批
評
』

の
こ
の
よ
う
な
編
集
方
針
に
異
存
は
な
く
、

忘
却
す
る
こ
と
が
あ
る
と
、

フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ネ
デ

五
六

そ
の

こ
の
よ
う
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両
文
書
を
貫
流
し
て
い
る
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
は
、

―
つ
は
遺
産
を
継
承
し
つ
つ
、

五
七

フ
ラ
ン
ス
に
科
学
的
な
歴
史
学
を
樹
立

『
史
学
雑
誌
』
を

二
つ
の
文
書
は
、

て
い
る
。

モ
ノ
ー
の
手
に
な
る
「
一
六
世
紀
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
に

春、

モ
ノ
ー
と
友
人
の
リ
ボ
ー
は
、

以
上
の
よ
う
に
、
あ
る
党
派
的
立
場
を
も
つ
『
評
論
』

モ
ノ
ー
を
し
て
新
し
い
雑
誌
の
創
刊
へ
と
駆
り
た
て
た
の
で
あ
る
。
こ
の
批
判
と
不
満
は
、
新
し
い
雑
誌
の
性
格
を
規
定
し
た
。
そ
れ
は

厳
密
な
科
学
的
立
場
を
と
り
、
政
治
的
宗
教
的
立
場
か
ら
自
由
で
あ
り
、
雑
誌
に
一
般
性
を
も
た
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

あ
る
。
出
版
を
引
き
う
け
た
の
は
、

2
)
 

(
l
 

ッ
ク
ス
・
ア
ル
カ
ン
で
あ
っ
た
。

(13) 

か
く
し
て
『
史
学
雑
誌
』
と
『
哲
学
雑
誌
』
は
、
同
時
に
誕
生
し
た
。
創
刊
号
の
巻
頭
に
、

(14) 

モ
ノ
ー
と
か
れ
の
教
え
子
の
フ
ァ
ニ
エ
の
連
名
に
よ
る
「
緒
言
」
と
、

お
け
る
歴
史
研
究
の
進
歩
に
つ
い
て
」
（
以
下
、
「
進
歩
」
と
略
記
）

い
わ
ば
『
史
学
雑
誌
』
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
い
し
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
る
（
今
後
こ
の
二
文
書
か
ら
の
引
用
は
、

A
v
a
n
t
-

p
r
o
p
o
s
,
 D
u
 pr
o
g
r
e
s
と
略
記
し
、

わ
れ
わ
れ
は
『
史
学
雑
誌
』
の
目
的
や
性
格
、

は
、
モ
ノ
ー
が
そ
れ
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
史
学
の
歩
み
を
い
か
に
総
括
し
た
の
か
を
知
る
う
え
で
も
重
要
な
論
孜
と
い
い
う
る
。
『
史
学
雑
誌
』

の
発
刊
は
「
わ
が
国
の
歴
史
研
究
の
進
歩
に
貢
献
す
る
」

(
D
u
p
r
o
g
r
窃
'
5
.
)

と
自
負
し
て
い
る
よ
う
に
、

通
じ
て
、
歴
史
学
の
革
新
を
図
ら
ん
と
す
る
モ
ノ
ー
の
熱
意
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

二
つ
あ
る
。

と
り
わ
け
「
進
歩
」

そ
こ
に
は

す
る
こ
と
で
あ
り
、
他
の
一
っ
は
歴
史
学
を
愛
国
的
共
和
主
義
的
な
国
民
統
合
の
道
具
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
者
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー

（二）

『
史
学
雑
誌
』

の
創
刊

『
史
学
雑
誌
』
の
綱
領
的
文
書
が
掲
載
さ
れ

一
八
七
五
年
の

へ
の
批
判
と
科
学
的
で
は
あ
る
が
あ
ま
り
に
専
門
的
な
『
批
評
』

へ
の
不
満
は
、

こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
歴
史
と
哲
学
の
雑
誌
を
そ
れ
ぞ
れ
出
そ
う
と
し
て
出
版
社
を
捜
し
た
の
で

ジ
ェ
ル
メ
ー
ル
11

バ
イ
エ
ー
ル

G
e
r
m
e
rー

Bailliere
と
モ
ノ
ー
の
親
友
で
ノ
ル
マ
リ
ア
ン
の
フ
ェ
リ

が
そ
れ
で
あ
る
。
本
論
の
な
か
で
た
び
た
び
引
用
し
て
き
た
こ
れ
ら

そ
の
ペ
ー
ジ
数
を
本
文
中
に
明
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
）
。
こ
れ
ら
の
二
文
書
を
手
掛
り
に
し
て
、

お
よ
び
こ
の
雑
誌
を
鼓
舞
す
る
精
神
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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で
あ
る
。

す
る
と
き
、
歴
史
学
の
政
治
的
社
会
的
機
能
を
率
直
に
述
べ
る

『
史
学
雑
誌
』

の
特
色
が
、

モ
ノ
ー
が
仏
独
両
国
の
歴
史
学
を
比
較
し
つ
つ
論
を
進
め
て
い
る
こ
と
に
見
て
と
れ
る
し
、
後
者
の
そ
れ
は
、
本
稿
五

0
ペ
ー
ジ

の
「
緒
―
―
-
E
」

の
引
用
文
や
、
次
の
文
章
に
明
ら
か
で
あ
る
。
「
わ
が
祖
国
に
敵
対
的
党
派
を
生
ん
で
き
た
痛
ま
し
い
事
件
や
、
…
…
近
年
、

国
民
的
統
一
を
断
ち
切
っ
た
事
件
は
、
…
…
自
国
の
歴
史
を
深
く
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
の
魂
の
な
か
に
国
民
意
識
を
目
覚
め
さ
せ

る
こ
と
を
、

わ
れ
わ
れ
の
義
務
と
し
た
。
…
•
•
•
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
同
じ
土
か
ら
萌
え
で
た
新
芽
で
あ

り
、
同
じ
民
族
の
子
供
で
あ
り
、
父
祖
の
遺
産
を
ご
う
も
否
認
せ
ず
、
旧
フ
ラ
ン
ス
の
息
子
で
あ
る
と
同
時
に
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
市
民
で

あ
る
こ
と
を
互
い
に
実
感
す
る
の
で
あ
る
。
」

(
D
u
p
r
o
g
r
e
s
,
 3
8
.
)

分
裂
し
た
国
民
の
間
に
和
合
を
も
た
ら
す
と
い
う
後
者
の
ラ
イ
ト
モ

チ
ー
フ
は
、
等
三
共
和
政
が
誕
生
し
た
ば
か
り
と
い
う
時
代
状
況
に
拘
束
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
時
代
の
知
識
人
に
共
有
さ
れ

(15) 

て
い
た
主
調
音
で
も
あ
る
。
第
三
共
和
政
が
危
機
を
迎
え
る
直
前
の
一
九
二
九
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
経
済
社
会
史
年
報
』
の
序
文
と
比
較

(16) 

一
層
、
際
だ
つ
の
で
あ
る
。

モ
ノ
ー
は
『
史
学
雑
誌
』

の
目
的
を
、
以
下
の
三
つ
に
求
め
て
い
る
。
第
一
に
独
創
的
で
信
頼
し
う
る
詳
細
な
歴
史
研
究
の
公
表
を
奨

励
す
る
こ
と
、
第
二
に
内
外
の
研
究
動
向
や
新
し
い
業
績
に
つ
い
て
正
確
で
豊
富
な
情
報
を
提
供
し
、
歴
史
家
の
間
に
絆
や
連
帯
感
を
創

出
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
「
結
集
と
情
報
の
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
す
べ
て
の
歴
史
家
に
役
だ
て
る
こ
と
、
第
三
に
歴
史
を
職
業
と
し
た
い

若
人
を
良
き
方
法
に
よ
っ
て
養
成
し
、

ま
た
す
で
に
歴
史
研
究
の
道
に
つ
い
て
い
る
人
に
は
良
き
方
法
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る

(
A
v
a
n
t
 
|
 

p
r
o
p
o
s
,
 1., 
D
u
 pr
o
g
r
e
s
,
 3
5
)

。
そ
し
て
モ
ノ
ー
は
、
「
本
誌
は
実
証
科
学

s
c
i
e
n
c
e
positive
と
自
由
な
討
論
の
論
集
で
あ
る

が
、
事
実
の
領
野
に
閉
じ
こ
も
り
政
治
的
哲
学
的
理
論
に
は
距
離
を
お
く
」

(
D
u
p
r
o
g
r
窃
,
3
6
.
)

と、

フ
は
、

そ
の
基
本
的
立
場
を
閾
明
す
る
の

ま
た
モ
ノ
ー
は
、
歴
史
家
の
態
度
と
し
て
次
の
も
の
を
あ
げ
て
い
る
。
「
歴
史
家
の
役
割
は
、
理
解
し
説
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、
称
讃
し

(17) 

た
り
非
難
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
」
し
か
し
「
歴
史
家
は
あ
る
種
の
共
感
な
し
に
過
去
を
理
解
し
え
な
い
」
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
と

五
八
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共
通
の
特
色
が
あ
る
こ
と
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。

ラ
ン
ボ
ー
、

G
．
パ
リ
ス
、

ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
、
テ
ー
ヌ
、

一
七
年
前
に
、

ド
イ
ツ
の

か
な
る
虚
偽
を
も
言
う
こ
と
を
敢
え
て
す
べ
か
ら
ず
、

五
九

『
史
学
雑
誌
』

フ

の
創
刊

い
か
な
る
真
実
を
も
言
う
こ
と
を
敢
え
て
す
べ
し
」
は
、

い
っ
て
「
歴
史
家
は
、
批
評
家
と
裁
判
官
の
権
利
を
放
棄
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
（
以
上

D
u
progres, 3
7
)

こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
「
科

学
的
公
正
さ
」
．
「
過
去
へ
の
共
感
」
．
「
精
神
の
独
立
」
と
い
っ
た
ラ
ン
ケ
や
ミ
シ
ュ
レ
に
接
続
す
る
類
の
歴
史
観
で
あ
る
。

つ
ま
り
政
治
的
宗
教
的
目
的
の
た
め
に
歴
史
を
利
用
す
る
こ
と
を
峻
拒
す
る
モ
ノ
ー
は
、
そ
の
政
治
傾
向
が
な
ん
で
あ
れ
、
科
学
が
要

求
す
る
方
法
と
厳
格
な
批
判
と
公
正
な
態
度
で
問
題
を
取
り
扱
う
こ
と
を
歴
史
家
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
史
料
か
ら
の
引
用
を
義
務
づ
け

て
さ
え
い
る
の
も
、

史
叙
述
こ
そ
が
、

そ
の
た
め
で
あ
る

(
A
v
a
n
t

—
p
r
o
p
o
s
,
2
.
)

。
す
な
わ
ち
客
観
的
で
公
正
な
態
度
と
科
学
的
な
説
明
方
法
に
基
づ
く
歴

『
史
学
雑
誌
』
の
編
集
方
針
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
史
学
雑
誌
』
の
表
紙
に
印
刷
さ
れ
た
キ
ケ
ロ
の
言
葉
、
「
歴
史
は
い

よ
く
表
わ
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
こ
の
よ
う
な
『
史
学
雑
誌
』

(18) 

号
で
主
張
さ
れ
て
い
た
立
場
で
も
あ
っ
た
。

モ
ノ
ー
は
よ
り
広
範
な
層
に
、
新
し
い
歴
史
を
広
め
る
た
め
に
も
努
力
し
て
い
る
。

五
年
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
を
中
心
と
す
る
が
、

の
立
場
は
、

モ
ノ
ー
の
精
神
を
最
も

か
れ
は
『
史
学
雑
誌
』
は
三
九
五
年
か
ら
一
八
一

『
古
文
書
学
院
論
集

Bibliot
冤
q
u
e
d
e
 l'Ecole 
d
e
s
 
C
h
a
r
t
e
s
』
や
『
考
古
学
雑
誌

R
e
v
u
e
 a
r
c
h
e
o
l
o
g
i
q
u
e
』
な
ど
の
古
代
史
や
中
世
史
と
い
っ
た
領
域
別
の
専
門
誌
を
め
ざ
す
の
で
は
な
く
て
、
よ
り
広
範
な
読
者
を
対
象

と
す
る
歴
史
全
般

histoire
g
e
n
e
r
a
l
e
を
論
ず
る
学
術
雑
誌
を
め
ざ
す
と
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
三
世
代
に
ま
た
が
る
五
三

名
の
協
力
者
の
多
彩
な
顔
ぶ
れ
に
看
取
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
リ
ト
レ
、

キ
シ
ュ
ラ
、
デ
ュ
リ
ュ
イ
ら
の
世
紀
初
め
に
生
ま
れ
た
世
代
、

ル
ナ
ン
ら
一
八
二

0
年
代
の
世
代
、

そ
し
て
ラ
ヴ
ィ
ス
、

A
・
ソ
レ
ル
、

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

メ
イ
エ
ル
、
ラ
・
ブ
ラ
ー
シ
ュ
ら
一
八
四

0
年
代
の
世
代
で
あ
る
。
人
と
年
齢
と
思
想
の
多
様
性
の
背
後
に
、

ニ
ュ
ア
ン
ス
は
あ
れ
、
皆
、
「
実
証
科
学
」
と
し
て
の
歴
史
学
を
追
求
し
た
こ
と
、

五
三
名
の
歴
史
家
の
大
多
数
が
専
門
的
な
訓
練
を
う
け
た
歴
史
家
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
五
三
名
の
主
な
内
訳
は
、
教
授
三
一
人
（
高
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で
あ
っ
た
。
歴
史
研
究
の
分
野
に
お
い
て
、

4ヽ

0

な
し

(19) 

等
教
育
機
関
―
一
四
名
、
中
等
教
育
機
関
二
名
、
視
学
三
名
な
ど
）
と
、
古
文
書
保
管
人
一
―
一
人
、
司
書
七
人
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
歴

史
家
の
殆
ど
が
、
高
等
師
範
と
古
文
書
学
院
の
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
史
学
雑
誌
』
の
編
集
方
針
の
具
現
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
高

(20) 

等
研
究
院
と
同
じ
く
、
『
史
学
雑
誌
』
も
、
「
高
等
師
範
の
精
神
と
古
文
書
学
院
の
精
神
の
融
合
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

(21) 

す
な
わ
ち
「
古
文
書
学
院
の
厳
正
な
批
判
と
考
証
の
精
神
お
よ
び
高
等
師
範
の
文
学
的
で
全
体
的
な
精
神
と
の
結
合
」
で
あ
る
。
そ
れ
は

編
集
者
の
構
成
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。

わ
っ
た
ベ
モ
ン
も
シ
ャ
ル
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
、

『
史
学
雑
誌
』
は
両
校
の
良
い
面
を
生
か
す
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
た
。

(22) 

法
論
的
総
合
に
よ
っ
て
、
「
全
体
の
輪
郭
と
肝
要
な
細
部
」
と
い
う
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
が
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
モ
ノ
ー
が
、
歴
史
対
象
に
向
か
う
客
観
性
と
方
法
的
な
科
学
性
と
を
要
求
し
た
背
後
に
は
、
歴
史
研
究
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス

は
か
つ
て
の
異
論
の
な
い
優
秀
さ
を
喪
失
し
た
と
い
う
現
状
認
識
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
『
史
学
雑
誌
』
を
創
刊
し
て
、
誠
実
な
歴
史
研
究

者
を
鼓
舞
激
励
し
、
フ
ラ
ン
ス
史
学
の
復
権
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
展
望

p
e
r
s
p
e
c
t
i
v
e
を
モ
ノ
ー
が
得

た
の
は
、

llさ
し
、

月

オ

モ
ノ
ー
は
ノ
ル
マ
リ
ア
ン
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
史
学
の
過
去
を
振
り
返
り

r
e
t
r
o
s
p
e
c
t
i
v
e
、

つ
い
で
歴

つ
ま
り
両
校
の
方

フ
ラ
ン
ス
史
学
の
未
来
を
思
案
し
た

p
r
o
s
p
e
c
t
i
v
e
か
ら
に
ほ
か
な
ら

―
つ
の
科
学
を
生
み
だ
す
た
め
に
は
、
反
省
的
思
考
を
方
法
的
に
用
い
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
思
索
の
産
物
が
「
進
歩
」

こ
と
は
、
「
進
歩
」
に
託
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
は
な
ぜ
ド
イ
ツ
の
後
塵
を
拝
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
解
明
す
る

(23) 

一
六
世
紀
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
史
学
の
進
展
を
反
省
的
に
総
括
す
る
な
か
か
ら
、

も
短
所
も
別
扶
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
過
去
は
客
観
的
見
地
か
ら
年
月
を
隔
て
て
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」

(
D
u
p
r
o
g
r
窃
'
8
)

フ
ラ
ン
ス
史
学
の
長
所

そ
れ
で
は
モ
ノ
ー
の
説
明
に
耳
を
傾
け
よ
う
。
中
世
に
は
歴
史
研
究
や
歴
史
批
判
は
存
在
せ
ず
、
学
問
と
し
て
の
歴
史
は
、
現
在
と
は

異
な
る
過
去
へ
の
新
し
い
関
心
を
喚
起
し
た
ル
ネ
サ
ン
ス
に
始
ま
る
。
「
歴
史
感
覚
が
発
達
す
る
た
め
に
は
、
過
去
は
現
在
か
ら
歓
然
と
区

か
ら
で
あ
る
。

フ
ァ
ニ
エ
は
シ
ャ
ル
テ
ィ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

フ
ァ
ニ
エ
に
代

六
〇
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科
学
（
文
献
学
・
人
類
学
・
地
質
学
・
古
銭
学
・
碑
銘
学
・
古
文
書
学
・
外
交
論
）

一
九
世
紀
前
半
の
歴
史
学
の
到
達
段
階
を
確
認
し
て
か
ら
、

に
モ
ノ
ー
は
、

I -

/¥ 

フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
比
較
に
移
る
の
で
あ
る
。

辟
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
一
九
世
紀
に
歴
史
研
究
の
発
達
を
促
し
た
の
は
、

ロ
マ
ン
主
義
は
過
去
を
現
前
さ
せ
、
実
証
科
学
は
科
学
的
認
識
の
方
法
を
歴
史
家
に
与
え
た
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
補
助

の
活
用
と
、
テ
キ
ス
ト
の
批
判
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

で
あ
る
。

あ
っ
た
」

(
D
u
p
r
o
g
r
窃
↓
10) 

る
。
ジ
ャ
ン
・
ボ
ダ
ン
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。

的
状
況
ゆ
え
に
、

時
期
の
ド
イ
ツ
は
、
中
世
史
家
に
よ
る
八
大
論
集
が
公
刊
さ
れ
、

史
に
仕
え
、

も
一
七
世
紀
に
、

ル
タ
ー
に
始
ま
る
「
神
学
批
判
は
、
歴
史
批
判
の
出
発
点
で
あ
り
源
で

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
一
六
世
紀
後
半
に
、

し
か
し
政
治
的
情
熱
の
横
溢
や
公
刊
史
料
の
乏
し
さ
、
補
助
科
学
の
未
発
達
と
い
う
否
定

こ
の
時
期
の
歴
史
家
は
「
土
台
を
築
く
前
に
建
物
を
た
て
ん
と
し
た
」

(
D
u
p
r
o
g
r窃
,
1
4
.
)

の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
同

の
ち
の
歴
史
研
究
の
条
件
作
り
に
貢
献
し
て
い
た
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス

こ
の
遅
れ
を
と
り
も
ど
す
。
イ
エ
ズ
ス
派
・
オ
ラ
ト
リ
オ
会
・
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
の
修
道
士
が
、

考
証
の
土
台
を
築
い
た
か
ら
で
あ
る
。
学
問
と
し
て
の
歴
史
は
こ
れ
以
降
、
大
別
し
て
二
つ
の
流
れ
に
の
っ
て
「
歴
史
の
世
紀
」

(
D
u

progres, 2
7
)

で
あ
る
一
九
世
紀
に
朝
宗
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
―
つ
は
教
会
内
部
で
練
磨
さ
れ
て
き
た
考
証
の
伝
統
で
あ
り
（
「
教
会

(24) 

科
学
l
a
science e
c
c
l
e
s
i
a
s
t
i
q
u
e
」
)
、
他
の
一
っ
は
啓
蒙
哲
学
者
に
よ
っ
て
企
図
さ
れ
た
事
実
と
一
般
的
観
念
と
の
結
合
で
あ
る
（
「
世

俗
科
学
l
a
science l
a
i
q
u
e
」
)
。
こ
う
し
て
「
歴
史
は
あ
ら
ゆ
る
科
学
の
基
礎
・
中
心
・
目
的
と
し
て
現
わ
れ
た
。
あ
ら
ゆ
る
科
学
は
歴

そ
し
て
歴
史
の
本
質
と
真
の
利
益
で
あ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
人
類
と
文
明
の
発
達
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
寄
与
す
べ
き
で
あ

モ
ノ
ー
の
要
約
を
続
け
よ
う
。

っ
た
。
」

(
D
u
progres, 2
5
.
)

歴
史
の
本
質
が
「
人
類
と
文
明
の
発
達
」
に
あ
る
と
い
う
こ
の
よ
う
な
思
想
は
、
「
歴
史
は
祖
国
の
崇
高
さ

と
人
類
の
進
歩
に
精
励
す
る
」

(
D
u
p
r
o
g
r窃
,
3
8
.
)

こ
と
を
説
く
発
言
と
な
ら
ん
で
、
一
九
世
紀
の
楽
観
的
な
進
歩
信
仰
の
特
色
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
第
一
帝
制
は
、
歴
史
研
究
を
禁
じ
た
。
歴
史
研
究
の
飛
躍
は
、
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
の
復

(25) 

ロ
マ
ン
主
義
の
思
潮
と
実
証
科
学
の
発
展

フ
ラ
ン
ス
に
も
歴
史
へ
の
知
的
好
奇
心
が
生
ま
れ
た
の
で
あ

史
研
究
に
新
た
な
躍
動
を
与
え
た
の
は
、
宗
教
改
革
で
あ
っ
た
。
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何
で
あ
れ
、

か
れ
ら
は
巨
大
な
仕
事
を
し
た
」
こ
と
を
、

せ
っ
か
ち
で
、
想
像
力
と
芸
術
の
誘
惑
に

負
け
や
す
い
気
質
で
あ
る
。
第
二
に
、
有
効
な
高
等
教
育
の
欠
如
と
い
う
制
度
的
な
理
由
で
あ
る
。
こ
の
た
め
一
般
的
な
科
学
的
訓
練
を

う
け
る
こ
と
も
な
く
、
共
同
研
究
と
い
う
習
慣
も
な
い
。
従
っ
て
一
九
世
紀
前
半
の
歴
史
家
と
は
、
殆
ど
が
独
学
者
で
あ
り
、
師
を
も
た

ず
、
弟
子
も
養
成
し
な
い
。
か
れ
ら
は
考
証
家
で
は
あ
る
が
、
学
者
と
い
う
よ
り
文
学
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
科
学
的
伝
統
の
欠
如

と
統
一
的
系
統
的
な
指
導
の
欠
如
に
、
政
治
的
宗
教
的
熱
情
が
加
わ
っ
た
。
テ
ィ
エ
リ
ー
も
ギ
ゾ
ー
も
ミ
シ
ュ
レ
も
テ
ィ
エ
ー
ル
も
皆
、

然
り
で
あ
る
。
し
か
し
モ
ノ
ー
は
、
か
れ
ら
の
歴
史
を
一
方
的
に
断
罪
し
た
の
で
は
な
い
。
「
フ
ラ
ン
ス
の
最
も
著
名
な
歴
史
家
の
欠
点
が

こ、
9

,

 

フ
ラ
ン
ス
人
の
国
民
性
と
い
う
気
質
的
な
理
由
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
発
性
に
富
む
が
、

そ
れ
で
は
、

一
九
世
紀
の
歴
史
研
究
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
優
越
は
、
ド
イ
ツ
人
の
才
能
や
忍
耐
強
い
考
証
に
も
負
っ
て
い
る
が
、
「
と
り
わ
け
大
学
の

強
力
な
機
構
に
負
っ
て
い
る
」

(
D
u
p
r
o
g
r
窃
,
2
7
.
)

こ
と
を
モ
ノ
ー
は
指
摘
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
と
異
な
り
ド
イ
ツ
で
は
、
高
等
教
育
は
時

代
の
必
要
に
応
じ
て
修
正
さ
れ
、
維
持
さ
れ
、
科
学
的
伝
統
や
批
判
や
方
法
を
重
視
す
る
習
慣
は
、
大
学
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
。
ド
イ

現
在
の
ド
イ
ツ
の
科
学
に
は
、

ツ
は
「
広
大
な
歴
史
研
究
所
」

(
D
u
p
r
o
g
r
窃
L

2
8
.
)

に
た
と
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
生
み
だ
さ
れ
る
業
績
に
は
睦
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

そ
の
瑣
末
主
義
や
冗
漫
さ
を
非
難
し
う
る
が
、
本
来
、
ド
イ
ツ
の
科
学
は
一
般
的
観
念
を
も
っ
て
い
た
。

し
か
も
「
そ
れ
は
科
学
的
特
徴
を
も
っ
た
一
般
的
観
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

し
既
知
の
事
実
を
説
明
し
、

ゆ
っ
く
り
と
厳
密
に
確
立
さ
れ
た
事
実
の
一
般
化
、
な
い

そ
し
て
な
お
曖
昧
な
事
実
の
探
究
に
役
立
つ
仮
説
で
あ
る
。
歴
史
学
が
真
に
科
学
の
名
に
値
し
、
堅
固
な
土

台
を
打
ち
立
て
、
あ
る
進
歩
を
実
現
し
え
た
の
は
、
こ
れ
ら
一
般
的
観
念
の
お
か
げ
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
ほ
ど
歴
史
研
究
に
科
学
的
厳
密
性

を
付
与
す
る
こ
と
に
貢
献
し
た
国
は
な
い
。
」

(
D
u
progres, 2
9
.
)

こ
こ
に
展
開
さ
れ
た
モ
ノ
ー
の
思
想
が
、
本
来
の
意
味
で
の
実
証
主

義
で
あ
る
こ
と
に
何
人
も
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
の
欠
陥
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

モ
ノ
ー
は
、
次
の
二
つ
の
理
由
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
一

モ
ノ
ー
は
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

モ
ノ
ー
は
、

か
れ
ら
が
「
過
去
を
蘇
生

＇ /¥ 
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つ

『
史
学
雑
誌
』
は
、
た
ち
ま
ち
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
の
主
流
と
な
り
、

さ
せ
、
…
…
古
人
の
魂
に
深
く
は
い
り
こ
ん
で
い
る
」
こ
と
を
承
認
す
る
の
で
あ
る
（
以
上
、
D
u
progres, 3
0
.
)

。

ラ
ン
ス
史
学
の
こ
の
点
を
、

と
こ
ろ
で
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
も
、
考
証
の
伝
統
を
墨
守
し
て
い
る
人
々
が
い
た
。

ア
カ
デ
ミ
ー
や
、

一
八
ニ
―
年
に
創
設
さ
れ
た
古
文
書
学
院
、

そ
れ
に
史
料
集
を
公
刊
し
た
ギ
ゾ
ー
で
あ
る
。

I-

/¥ 

し
か
し
モ
ノ
ー
の
見
地
で
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
が
苦
し
ん
で
き
た
最
大
の
不
幸
は
、
文
学
と
考
証
の
乖
離
な
い
し
対
立
で
あ
る
。
」

(
D
u
 progres, 3
2
.
)

多
く
の
教
養
人
は
考
証
研
究
を
軽
蔑
し
、
想
像
力
や
哲
学
が
す
べ
て
に
代
位
し
う
る
と
信
じ
た
。
他
方
、
考
証
家
は

文
学
的
形
式
や
一
般
的
観
念
に
理
不
尽
な
嫌
悪
を
示
し
、
無
益
な
事
実
の
詳
細
に
逃
避
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
立
を
凌
駕
せ
ん

と
し
た
の
は
、

A
・
テ
ィ
エ
リ
ー
で
あ
り
、
ミ
シ
ュ
レ
で
あ
り
、
ギ
ゾ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
著
名
な
歴
史
家
と
い
え
ど
も
、

「
よ
く
組
織
さ
れ
た
高
等
教
育
の
欠
如
が
も
た
ら
す
致
命
的
結
果
を
防
過
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
(
D
u
p
r
o
g
r
窃
,
3
3
.
)
 

以
上
の
よ
う
に
歴
史
の
「
発
見
と
最
初
の
探
検
の
時
代
」
(
D
u
p
r
o
g
r
窃
,
3
4
.
)

で
あ
っ
た
一
六
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス

史
学
を
概
観
し
た
モ
ノ
ー
は
、
今
日
、
状
況
は
歴
史
学
に
と
っ
て
良
好
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
先
述
し
た
『
史
学
雑
誌
』
の
目
的
や
意

図
お
よ
び
方
法
を
語
っ
た
の
で
あ
る
。
非
常
に
巧
み
な
サ
ー
ヴ
ェ
イ
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
さ
ら
に
わ
が
国
で
は
フ
ラ
ン
ス
史
学
の
歩
み
に

関
心
が
薄
い
が
ゆ
え
に
、
わ
れ
わ
れ
は
や
や
詳
し
く
モ
ノ
ー
の
「
進
歩
」
を
読
ん
で
き
た
。
こ
の
な
か
に
表
現
さ
れ
た
思
想
と
方
法
を
も

で
『
史
学
雑
誌
』

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
『
宗
教
史
学
R
e
v
u
e
d
e
 l'histoire d
e
s
 r
e
l
i
g
i
o
n
s
』
（
一
八
八

0
年
）
、
『
政
治
経
済
学
雑
誌
R
e
v
u
e
d
'
e
c
o
n
o
m
i
e
 

p
o
l
i
t
i
q
u
e
』
（
一
八
八
七
年
）
、
『
外
交
史
評
論
R
e
v
u
e
d'histoire d
i
p
l
o
m
a
t
i
q
u
e
』
（
一
八
八
七
年
）
な
ど
の
雑
誌
は
、
な
ん
ら
か
の
形

(27) 

の
影
響
下
に
発
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
少
く
と
も
『
社
会
学
年
報
』
(
-
八
九
八
年
）
、
『
近
現
代
史
評
論
』
(
-
八
九

九
年
）
、
『
歴
史
総
合
評
論
』
(
-
九

0
0年）

こ
れ
以
後
、
創
刊
さ
れ
る
歴
史
学
雑
誌
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

と
い
っ
た
新
し
い
雑
誌
の
出
現
に
よ
っ
て
、

モ
ノ
ー
は
継
承
し
た
の
で
あ
る
。

『
史
学
雑
誌
』
が
自
己
の
性
格
の
再
定
義
や
歴

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
の
仕
事
を
継
受
し
た
碑
銘
文
学

一
九
世
紀
前
半
の
フ
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(
7
)
以
上
の
数
字
は
、

『
批
評
』

(
6
)
 

リ
シ
ー
で
あ
っ
た
。

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

誌』
(
5
)
 

忠
実
で
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

G
.
 M
o
n
o
d
,
 "
D
u
 p
r
o
g
r
窃

d
e
s
e
t
u
d
e
s
 h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
s
 e
n
 F
r
a
n
c
e
 d
e
p
u
i
s
 le 
X
V
!
e
 sie<り
le,"R• 

H., I
 (1
8
7
6
)
,
 3
6
.
 
以
下
、

記
す
る
。

C
a
r
b
o
n
e
l
l
,
 
Histoire 
et 
historiens, 
p. 3
2
6
,
 
p. 4
1
2
.
 

以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
、

K
e
y
l
o
r
,
op. 
cit ：
 pp. 2
9
 
|
 

3
3
.
,
 
C
a
r
b
o
n
e
l
l
,
 Histoire et 
historiens, pp. 3
2
5
-
3
9
9
.
,
 
Do・
三
L
a
n
a
i
s
s
a
n
c
e
 d
e
 la R
e
v
u
e
 

h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
 1
8
7
6ー

1
8
8
5

9̀90p.cii.，
3
3
2
-
3
3
7
.
,
 
M
a
r
t
i
n
 Siegel, 
"
G
a
b
r
i
e
l
 
M
 0
 no
d
 a
n
d
 t
h
e
 
I
d
e
o
l
o
g
i
c
a
l
 
F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
s
 
o
f
 
t
h
e
 
R
e
v
u
e
 

h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
,
"
 
S
t
u
d
i
a
 
M
e
t
h
o
d
o
l
o
g
i
c
z
n
e
,
 
I
X
 (
1
9
7
2
)
,
 
5
-
8
.
 

R
e
m
`
 e
 critique 
d'I ~
 
istoire 
et 
d
e
 
litteJ‘

邑ミ
N
o
.
1
5
 
(
1
4
 
avril 
1
8
6
6
)
,
 
2
3
3ー
2
3
8
•

→
N
o
.
 1
6
 
(
2
1
 

avril 
1
8
6
6
)
.
 
2
5
2ー

2
5
8
.

以
下
、

R
e
v
u
e

critique
と
略
記
す
る
。
モ
レ
ル
の
こ
の
書
評
に
対
す
る
フ
ュ
ス
テ
ル
の
反
論
が
、

F
u
s
t
e
l
d
e
 C
o
u
l
a
n
g
e
s
 ̀
よ
(
C
o
r
r
e
s
p
o
n
d
a
n
c
e
,
'
`
R
塁
葵
ミ
itiq
葵

(
1
8
6
6
)
 
3
7
3
-
3
7
7
.
 
で
七
3

る
。
モ
レ
ル
に
参
考
文
献
の
不
十
分
さ
を
指
摘
さ
れ
た
フ
ュ
ス
テ
ル
は
、
「
私
は
ラ
イ
ン
川
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
が
、
少
く
と

も
左
岸
の
ほ
う
で
あ
る
。
私
は
フ
ラ
ン
ス
的
方
法
で
、
す
な
わ
ち
簡
潔
か
つ
明
晰
に
執
筆
し
た
い
。
…
…
私
も
考
証
を
愛
す
る
が
、
み
せ
か
け
や
ひ
け
ら

か
し
の
考
証
を
好
ま
な
い
」
と
応
酬
し
た
の
で
あ
る

(Ibid.，
3
7
7
.
)
。

C
h
.
 L
a
n
g
l
o
i
s
 a
n
d
 C
h
.
 S
e
i
g
n
o
b
o
s
,
 I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
to 
the 
S
t
u
d
y
 o
f
 H
i
s
t
o
r
y
 
(
N
e
w
 Y
o
r
k
,
 1
8
9
8
)
,
 
pp. 1
3
7ー

1
3
8
.
吉
向
雄
四
已
圭
勺
牢
咆
訳
『
麻
中
史
受
子

入
門
』
（
人
文
閣
、
一
九
四
二
年
）
―
-
三
一
頁
。

カ
ミ
ー
ュ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
、
前
掲
書
、
一
八
八
＼
一
八
九
頁
。

の
一
八
六
六
年
か
ら
一
八
七
五
年
の
目
次
を
も
と
に
筆
者
が
調
査
し
た
数
字
で
あ
る
。

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
、

生
涯
、

モ
ノ
ー
の
後
半
生
は
、

こ
れ
ら
の
仕
事
に
注
が
れ
る
の
で
あ
る
。

モ
ノ
ー
は
三
一
歳
の
と
き
に
執
筆
し
た

『
史
学
雑

で
あ
り
、

よ
く
組
織
さ
れ
た
高
等
教
育
の
必
要
性
の
主
張
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
モ
ノ
ー
の
歴
史
観
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
り
、

歩」

の
総
括
か
ら
導
出
さ
れ
る
結
論
は
、

高
等
師
範
と
古
文
書
学
院
の
方
法
論
的
な
揚
棄
、

す
な
わ
ち
文
学
と
考
証
の
総
合
と
い
う
主
張

と
も
あ
れ
「
進
歩
」
を
執
筆
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

史
の
方
法
の
再
吟
味
に
迫
ら
れ
る
ま
で
、

モ
ノ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
の
課
題
を
よ
り
よ
く
認
識
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

実
践
的
な
ポ

D
u
 p
r
o
g
r
窃
と
略

『
史
学
雑
誌
』

は
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
の
金
字
塔
と
し
て
従
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

六
四

「進
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(16) 

(15) 

(10) 

(
9
)
 

(
8
)
 

348. 

六
五

「
読
者
へ
」
と
い
う
序
文
の
な
か
で
、
純
学
問
的
に
歴
史
学
の
学
際
的

C
h
.
 B
e
m
o
n
t
,
 "
G
a
b
r
i
e
l
 M
o
n
o
d
,
"
 
R•H[ 

.
 e

x
 
(1912)• 

vii. 
一
八
七
二
年
に
、
文
献
学
雑
誌
『
ロ
マ
ニ
ア
』
を
創
刊
し
た
メ
イ
エ
ル
の
代
わ
り
に
、

モ
ノ
ー
が
編
集
委
員
に
な
っ
た
の
で
あ
る

(
B
e
n
j
a
m
i
n
H
a
r
r
i
s
o
n
,
 
G
a
b
r
i
e
l
 
M
o
n
a
d
 a
n
d
 the Professionalization 
o
f
 H
i
s
t
o
r
y
 
in 
Fr. ミ
ミ
合

]
 84
4ー

I
9
]
2, 
t
h
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 o
f
 W
i
s
c
o
n
s
i
n
 ̀
 Ph
.
 D
 

•• 

1972, pp. 2
0
1
 | 
202.)
。
モ
ノ
ー
は
『
坦
＃
評
』
の
編
佳
示
委
員
を
一
八
八
八
年
ま
で
続
け
て
い

る
が
、
『
史
学
雑
誌
』
の
創
刊
と
と
も
に
、
実
質
的
な
仕
事
は
し
な
く
な
る

(
A
l
i
c
e
G
e
r
a
r
d
 ̀“'Histoire et politique, la R
e
v
u
e
 h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
 f
a
c
e
 

a
 l'histoire c
o
n
t
e
m
p
o
r
a
i
n
e
 1
8
8
5
-
1
8
9
8
 ̀
•
9
R
.
I
i
.

、
C
C
L
V
,1976, 
356.)
。

ア
ナ
ー
ル
学
派
の
機
関
誌
『
経
済
社
会
史
鉗
報
』
も
、
書
評
を
頂
視
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。
リ
上
シ
ア
ン
・
フ
ュ
ー
ヴ
ル
か
『
歴
史
の
た
め

の
闘
い
』
を
行
な
っ
た
の
は
、
書
評
欄
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
。

『
評
論
』
と
同
時
代
人
の
カ
ミ
ー
ュ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
と
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
、
史
学
史
に
つ
い
て
の
著
書
の
な
か
で
、
『
評
論
』
に
言
及
し
て

い
る
の
は
一
回
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
雑
誌
名
を
単
に
記
す
の
み
と
い
う
扱
い
で
あ
っ
た
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
、
前
掲
書
、
＾
―
-
九
頁
。

G
e
o
r
g
e
s
L
e
f
e
b
v
r
e
,
 

L
ミ
di
稔
ミ
zce
d
e
 l
 `h芝
ミ
i
o
g
r
a
p
h
i
e
m
o
d
e
r
n
e
 (Paris, 
1
9
7
1
)
,
 
p. 
278. 

(11) 
M
o
n
o
d
,
 D
u
 p
r
o
g
r
e
s
,
 36. 

(12) 
M
o
n
o
d
,
 "
A
 n
o
s
 lecteurs," R• 

H., C
 (1909), 
1., 
"
L
e
 c
i
n
q
u
a
n
t
e
n
a
i
r
e
 d
e
 la 
R
e
v
u
e
 h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
 
`7.R• 

H., C
L
I
 (1926), i. 

(13)
二
つ
の
雑
誌
の
創
刊
号
を
比
べ
る
と
、
『
哲
学
雑
誌
』
の
ほ
う
が
、

H
・
ス
ペ
ン
サ
ー
、

J
.
s
．
ミ
ル
、

W
・
ヴ
ン
ト
、
テ
ー
ヌ
、

L
・
リ
ア
ー
ル
ら

著
名
な
学
者
が
多
く
寄
稿
し
て
い
る
。

R
e
0u
e
 p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
q
u
e
 
d
e
 la 
Fr. ミミ
ce
et 
d
e
 l'etriミミ翌、、

I
(
1
8
7
6
)
.
こ
れ
に
対
し
て
『
史
学
雑
誌
』
に
は
、

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
デ
ュ
リ
ュ
イ
の
名
が
目
に
つ
く
程
度
で
あ
る
。

(14)
教
え
子
と
い
っ
て
も
、
フ
ァ
ニ
エ
は
モ
ノ
ー
よ
り
二
歳
年
長
で
あ
り
、
リ
セ
・
ル
イ
11

ル
11

グ
ラ
ン
で
は
一
緒
に
学
ん
だ
仲
で
あ
っ
た
。
フ
ァ
ニ
エ
は
高
等

研
究
院
で
モ
ノ
ー
の
第
一
期
の
ゼ
ミ
生
で
あ
り
、
『
史
学
雑
誌
』
の
共
同
編
集
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
八
八

0
年
以
降
、
両
者
は
政
治
的
宗
教
的
信
条

の
相
違
に
よ
っ
て
袂
別
し
、
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
の
と
き
に
は
、
あ
い
対
立
す
る
陣
営
に
属
し
た
。
フ
ァ
ニ
エ
は
最
後
に
は
、
『
史
学
雑
誌
』
が
否
定
し
た

『
歴
史
問
題
評
論
』
の
協
力
者
に
な
っ
て
い
る
。

H
a
r
r
i
s
o
n
,
op. 
cit., 
p
p
.
1
7
8
,
 207-208., C
a
r
b
o
n
e
l
l
,
 L
a
 n
a
i
s
s
a
n
c
e
 d
e
 la 
R
e
v
u
e
 historique, 

フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
の
復
活
を
前
に
し
て
、

い
う
コ
メ
ン
ト
を
『
両
世
界
評
論
』

4
2
9
 et 
453. 

「
フ
ラ
ン
ス
は
ド
イ
ツ
の
対
抗
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
」
と
か
、

（
一
八
七
七
年
）
に
載
せ
た
ル
ー
ア
ン
ド
ル
の
愛
国
的
発
言
も
、

A
n
n
a
l
e
s
 d'histoire 
e
c
o
n
o
m
i
q
u
e
 et 
s
o
c
 g
l
e
P
I
(
1
5
 j
a
n
v
i
e
r
 1
9
2
9
)
 `
l'2. 

「
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
は
敗
れ
な
か
っ
た
」
と

こ
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

C
h
.
L
o
u
a
n
d
r
e
,
 op. 
cit., 
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(24) 

(18) 

の
特
徴
で
あ
る
。

ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
『
年
報
』

(17)
実
証
王
義
史
学
か
ら
ア
ナ
ー
ル
史
学
に
い
た
る
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
が
、
過
去
の
「
理
解
」
だ
け
で
な
く
「
説
明
」
と
い
う
視
座
を
も
も
つ
こ
と
は
、

「
理
解
」
と
い
う
視
座
の
み
の
ド
イ
ツ
歴
史
学
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。

(cf.,
G
e
o
r
g
 
G
.
 
lggers, 
N
e
w
 
D
i
r
e
c
t
i
o
n
s
 

in 

E
u
r
o
p
e
a
n
 

H
芝
o
r
i
o
g
r
a
p
h
y
,
M
i
d
d
l
e
t
o
w
n
,
 1
9
7
5
,
 
p. 4
5
.
 
中
村
・
末
川
そ
の
他
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
歴
史
学
の
新
潮
流
』
晃
洋
書
房
、
一
九
八
六
年
、
五
七
＼
五
八

頁
）
。
デ
ィ
ル
タ
イ
が
打
ち
た
て
た
「
理
解
」
と
い
う
精
神
諸
学
の
方
法
原
理
に
、
ド
イ
ツ
の
学
生
や
研
究
者
が
い
か
に
呪
縛
さ
れ
て
い
た
か
を
示
す
典

味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
「
理
解
」
と
同
時
に
「
説
明
」
の
重
要
性
を
主
張
し
た
の
は
、
歴
史
学
か
ら
社
会
学
へ

転
じ
た
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
大
著
『
経
済
と
社
会
』
の
剪
頭
で
、
「
社
会
学
と
は
、
社
会
的
行
為
を
解
明
し
つ
つ
理
解
し
、

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
行
為
の
経
過
や
結
果
を
因
果
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
ひ
と
つ
の
学
問
で
あ
る
」
と
定
義
し
た
が

(
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー

「
社
会
学
の
基
礎
概
念
」
濱
島
朗
訳
『
現
代
社
会
学
大
系

5

ウ
ェ
ー
バ
ー
』
青
木
書
店
、
一
九
七
一
年
所
収
、
八
五
頁
）
、
こ
の
定
義
を
め
ぐ
っ
て
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
語
り
手
は
、
タ
ル
コ
ッ
ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
に
留
学

し
て
い
た
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
社
会
学
の
定
義
に
関
す
る
議
論
に
参
加
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ

た
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
参
加
者
の
多
数
が
自
然
科
学
と
文
化
科
学
の
分
離
と
い
う
思
考
に
影
響
さ
れ
、
「
解
明
し
つ
つ
理
解
す
る
」
こ
と
と
「
因
果
的
に

説
明
す
る
」
こ
と
と
は
両
立
不
可
能
で
あ
り
、
自
然
科
学
的
実
証
主
義
の
考
え
を
表
わ
す
後
者
の
語
句
は
削
除
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
こ
と
を
回
想

し
て
い
る
の
で
あ
る
（

T
.
パ
ー
ソ
ン
ズ
、
富
永
健
一
「
対
談
社
会
シ
ス
テ
ム
理
論
の
形
成
」
『
思
想
』
六
五
七
号
、
一
九
七
九
年
、
二

0
¥
―
―
―
頁
。

富
水
健
一
、
前
掲
書
、
四
―
/
＼
四
―
二
頁
）
。

S
y
b
e
l
,
 "
V
o
r
w
o
r
t
、 9

•

H
i
s
t
o
r
i
s
c
h
e
 
Nei[ schrzft，
I
(
1
8
5
9
)
,
 
iii
ー
く
．
も
っ
と
も
ジ
ー
ベ
ル
は
、
モ
ノ
ー
ほ
ど
明
確
に
自
己
の
歴
史
観
を
表
白
し
て
い
な

い
。
ジ
ー
ベ
ル
は
「
序
L

の
な
か
で
、
学
問
性
を
尊
び
、
政
治
的
懸
案
を
論
じ
な
い
こ
と
を
記
し
た
の
み
で
あ
る
。

C
a
r
b
o
n
e
l
l
,
 Histoire 
et 
historiens, 
p. 4
1
0
.
 

R
.
I
I
:
 
CLI (
1
9
2
6
)
,
 i
.
 

(19) 

(20) 

(21) 
M
o
n
o
d
,
 "
A
 n
o
s
 lecteurs," R• 

H., C
 (
1
9
0
9
)
.
 
1. 

(
2
2
)
H
•ノ
ー
マ
ン
『
ク
リ
オ
の
頷
』
大
窪
應
二
編
訳
（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
六
年
）
七
八
頁
。

(23)

一
五
＼
一
六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
史
学
の
展
開
を
論
じ
た
文
献
と
し
て
、
今
日
で
は
、

D
o
n
a
l
d

R. 
K
e
l
l
e
y
,
 
F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
s
 
o
f
 
M
o
d
e
r
n
 
Histon・c
ミ

S
c
h
o
lミ己
h
i
p
:
L
ミ
ig
尽
怨
L
a
w
,
a
n
d
 H
i
s
t
o
r
y
 
in 
the 
F
r
e
n
c
h
 R
e
n
a
i
s
s
ミ
i(ヽ

e
(
N
e
w
Y
o
r
k
,
 1
9
7
0
)
,
 

x, 3
2
1
 
p. 
が
あ
る
。

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
先
駆
的
業
績
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
啓
蒙
哲
学
が
反
歴
史
的
・
非
歴
史
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

六
六

E
・
カ
ッ
シ
ー
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フランス実証主義史学の成立とガブリエル・モノー （渡邊）

八
五
年
に
、

に
発
展
す
る
は
ず
の
ユ
ー
グ
・
カ
ペ
ー
の
伝
記
も
、

ラ
ー
『
啓
蒙
主
義
の
哲
学
』
中
野
好
之
訳
（
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
六
二
年
）
第
五
章
。

(25)
ロ
マ
ン
主
義
に
関
す
る
近
年
の
研
究
と
し
て
、
小
野
紀
明
『
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
の
政
治
思
想
』
（
木
鐸
社
、
一
九
八
六
年
）
が
あ
る
。

(26)
こ
こ
に
見
ら
れ
る
モ
ノ
ー
の
実
証
科
学
の
精
神
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
も
共
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
『
自
殺
論
』
宮
島
喬
訳
（
中
公

文
庫
、
一
九
八
五
年
）
九
頁
と
比
較
さ
れ
た
い
。

(27) 
H
a
r
r
i
s
o
n
,
 
op. 
cit., 
pp. 2
1
4ー

2
1
5
.

な
お
一
八
七
六
年
以
降
、
五

0
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
雑
誌
や
歴
史
学
会
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
と
し
て
、

L
o
u
i
s

H
a
l
p
h
e
n
,
 "
F
r
a
n
c
e
.
"
 in 
Histoire e
こ～
istoriens 
d
念
ミ
5
c
i
ミ言｝

2

[

こ
ns,
t. 
I. 
p
p
.
 1
5
1ー

1
5
4
.

が
あ
る
し
、
モ
ノ
ー
も
す
で
に
一
八
八
九
年
に
同

様
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
を
行
っ
て
い
る
。

M
o
n
o
d
,
"
L
e
s
 e
t
u
d
e
s
 h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
s
 e
n
 F
r
a
n
c
e
,
"
 
R
e
v
u
e
 
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
e
 
d
e
 
l
'
e
n
s
e
i
g
n
e
m
e
n
t
,
 
X
V
I
I
I
 

(
1
8
8
9
)
,
 
5
8
7
-
5
9
9
.
 

歴
史
学
の
組
織
者
モ
ノ
ー

の
機
能
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
た
。
本
章
で
は
専
門
雑
誌
以
外
の
事
柄
で
、

六
七

う
。
便
宜
的
に
研
究
者
モ
ノ
ー
と
教
育
者
モ
ノ
ー
の
二
つ
に
細
分
し
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
研
究
者
モ
ノ
ー
に
つ
い
て
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
の
基
礎
研
究
に
挺
身
し
、
歴
史
学
の
確
立
に
尽
力
し
た
モ
ノ
ー
に
と
っ
て
、

か
れ
は
博
士
論
文
を
ま
と
め
る
余
裕
す
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
博
士
論
文

つ
い
に
陽
の
目
を
見
な
か
っ
た
。
た
だ
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
史
料
研
究
を
一
八

(
l
)
 

『
史
学
雑
誌
』
に
発
表
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
モ
ノ
ー
は
、

個
人
的
な
歴
史
研
究
に
充
当
し
う
る
時
間
は
乏
し
か
っ
た
。

前
章
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、

四

こ
の
と
き
ま
で
に
歴
史
家
と
し
て
の
確
固
た
る
地
位
を
築

モ
ノ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
に
貢
献
し
た
こ
と
を
列
挙
し
よ

『
史
学
雑
誌
』
は
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
出
発
し
、

フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
の
結
節
点
と
し
て
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っ
て
改
訂
さ
れ
た
ド
イ
ツ
史
の
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、

こ
の
作
業
も
高
等
研
究
院
で
始
め
ら
れ
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て

フ
ラ
ン

あ
る
と
、

モ
ノ
ー
が
そ
れ
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
に
欠
け
て
い
た
領
域

あ
る
。

―1
0頁
ほ
ど
の
序
文
の
な
か
で
、

お
よ
び
史
料
操
作
に
つ
い
て
の
原
理
的

日
こ

糸
~ し)

て
し)

t~ 

モ
ノ
ー
の
デ
ビ
ュ
ー
作
は
『
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
史
料
に
関
す
る
批
判
的
研
究
』

『
フ
ラ
ン
ク
人
の
歴
史
』
を
著
わ
し
た
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
・
ド
・
ト
ゥ
ー
ル
の
生
涯
と
諸
著
作
の
批
判
的
研
究
を
中
心
と
し
た
文
献
で

モ
ノ
ー
は
中
世
史
の
方
法
や
中
世
史
の
史
料
の
性
質
、

説
明
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
神
髄
は
、
「
史
料
の
批
判
的
な
歴
史
研
究
は
、
…
…
事
実
の
批
判
に
と
っ
て
不
可
欠
な
前
提
で
あ
る
。
こ
れ
な

く
し
て
歴
史
を
叙
述
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
」
に
要
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
高
等
研
究
院
に
お
け
る
第
一
回
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
成
果

で
あ
る
本
書
は
、
仏
独
両
国
の
評
者
に
よ
っ
て
激
賞
さ
れ
た
。

R
．
ル
ー
ス
は
、

に
光
を
あ
て
た
こ
と
を
讃
え
、
フ
ラ
ン
ス
中
世
史
の
史
料
全
般
に
つ
い
て
、
同
様
の
文
献
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
モ
ノ
ー
に
懇
請
し
た
し
、

ド
イ
ツ
の
ア
ル
ン
ト
も
、
本
書
の
功
績
は
モ
ノ
ー
の
み
に
帰
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
は
グ
レ
ゴ
ワ
ー
ル
・
ド
・
ト
ゥ
ー
ル
論
の
白
眉
で

(
4
)
 

モ
ノ
ー
を
称
揚
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
も
モ
ノ
ー
は
中
世
史
の
史
料
研
究
に
邁
進
し
、

史
料
に
関
す
る
批
判
的
研
究

E
t
u
d
e
s
c
r
i
t
i
q
u
e
s
 s
u
r
 les s
o
u
r
c
e
s
 d
e
 l'histoire c
a
r
o
l
i
n
g
i
e
n
n
e
』
を
公
表
し
て
い
る
。

究
の
過
程
で
、

と
も
あ
れ
、

と
り
わ
け
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
モ
ノ
ー
に
負
っ
て
い
た
」

こ
の
よ
う
な
史
実
の
考
証
に
つ
い
て
の
モ
ノ
ー
の
地
道
な
努
力
こ
そ
が
、

モ
ノ
ー
は
フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
の
史
料
の
取
り
扱
い
に
疑
問
を
提
出
し
、
比
較
か
分
析
か
と
い
う
有
名
な

(
5
)
 

方
法
論
争
を
惹
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

ス
歴
史
学
の
土
台
を
築
い
た
の
で
あ
る
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
も
述
べ
る
よ
う
に
、

7
6
)
 

の
で
あ
る
。

ん
よ
く
他
の
仕
事
の
た
め
に
学
ん
だ
こ
と
は
、
歴
史
の
技
術
、
原
典
批
判
で
あ
る
」

一
八
八
九
年
に
は
『
カ
ロ
リ
ン
グ
朝

モ
ノ
ー
の
異
色
の
弟
子
で
あ
っ
た
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
も
、

(
7
)
 

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
史
料
研

「
考
証
の
発
展
は
、

「
私
が
い
ち
ば

史
料
研
究
と
な
ら
ん
で
、
モ
ノ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
史
の
文
献
目
録
を
ま
と
め
た
こ
と
も
、
か
れ
の
業
績
と
し
て
逸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

モ
デ
ル
は
や
は
り
ド
イ
ツ
に
あ
っ
た
。
ダ
ー
ル
マ
ン
に
よ
っ
て
編
ま
れ
、

ヴ
ァ
イ
ツ
に
よ

『
ド
イ
ツ
史
文
献
案
内

Q
u
e
l
l
e
n
k
u
n
d
e
z
u
r
 d
e
u
t
s
c
h
e
 
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
』
が
そ

（
一
八
七
二
年
）
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、

六
八

六
世
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て
い
な
い
証
左
で
も
あ
ろ
う
。

か
わ
ら
ず
、

こ
の

(
8
)
 

モ
ノ
ー
の
『
フ
ラ
ン
ス
史
文
献
目
録
』
(
-
八
八
八
年
）
は
、

ス
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
モ
ノ
ー
の
口
か
ら
自
負
の
口
吻
が
も
れ
る
の
も
、
む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。
「
わ
れ
わ
れ
が
今
、
出
版
す
る

目
録
に
代
わ
り
う
る
目
録
は
一
冊
も
な
か
っ
た
。
そ
の
不
卜
分
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

て
い
る
。
」

(
B
i
b
l
i
o
g
r
a
p
h
i
e
,
p
r
e
f
a
c
e
,
 pp. viiー

<iii.
）

法
論
と
編
年
史
の
一
一
部
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
四
五
四
二
の
文
献
が
編
年
史
的
か
つ
主
題
的
に
な
ら
べ
ら
れ
、
基
本
文
献
に
は
星

印
が
付
け
ら
れ
、
巻
末
に
は
索
引
も
つ
け
ら
れ
た
。
非
常
に
便
利
な
文
献
案
内
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
地
味
で
幾
分
退
屈
で
も
あ
る
仕
事

を
完
成
さ
せ
た
の
も
、

『
フ
ラ
ン
ス
史
文
献
目
録
』

ひ
と
え
に
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
の
発
展
を
モ
ノ
ー
が
願
え
ば
こ
そ
で
あ
っ
た
。

チ
ー
フ
を
率
直
に
開
陳
し
て
い
る
。
や
や
長
い
が
引
用
に
値
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
「
大
き
な
名
誉
や
利
益
を
得
る
希
望
も
な
く
、
し
か
も
や

り
が
い
の
な
い
仕
事
に
私
が
か
な
り
の
時
間
を
捧
げ
た
の
は
、
他
の
人
に
有
益
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
、

言
を
要
し
な
い
。

局
は
、

こ
の
た
め
多
く
の
誤
謬
に
身
を
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
若
人
に
有
益
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
に
、
も

ら
、
私
の
苦
労
も
十
分
報
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」

(
B
i
b
l
i
o
g
r
a
p
h
i
e
,
p
r
e
f
a
c
e
,
 p. xi.)

「
不
十
分
」
と
い
う
モ
ノ
ー
の
謙
虚
な
言
菓
に
も
か

『
フ
ラ
ン
ス
史
文
献
目
録
』
が
、

そ
の
後
の
フ
ラ
ン
ス
史
研
究
に
神
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
贅

八

0
年
後
の
一
九
六
八
年
に
こ
の
文
献
目
録
が
復
刻
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、

ま
た
モ
ノ
ー
は
歴
史
学
研
究
会
S
o
c
i
e
t
e
h
i
s
t
o
r
i
q
u
e
を
一
八
八
二
年
に
結
成
し
、
歴
史
研
究
者
に
交
流
の
場
を
与
え
た
。
本
部
事
務

サ
ン
11

シ
モ
ン
・
サ
ー
ク
ル
に
お
か
れ
た
。
歴
史
学
研
究
会
は
、
歴
史
研
究
と
歴
史
教
育
に
役
立
つ
双
書
を
出
版
し
て
い
る
。
こ
の

っ
ぱ
ら
よ
る
の
で
あ
る
。

か
れ
ら
若
人
の
う
ち
の
誰
か
が
、

こ
の

『
手
び
き
』

六
九

モ
ノ
ー
の
仕
事
が
い
ま
だ
に
価
値
を
失
っ

の
著
者
に
わ
ず
か
で
も
感
謝
の
気
持
を
も
っ
て
く
れ
る
な

よ
っ
て
長
い
模
索
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
、

と
く
に
参
考
文
献
の
未
習
熟
に

モ
ノ
ー
は
次
の
よ
う
に
、

そ
の
モ

『
フ
ラ
ン
ス
史
文
献
目
録
』
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
方

こ
の
目
録
が
真
に
役
立
つ
と
わ
れ
わ
れ
は
確
信
し

た
弟
子
の
協
力
を
得
て
上
梓
さ
れ
た
。
こ
の

れ
で
あ
る
。

ほ
ど
詳
細
で
行
き
届
い
た
文
献
案
内
は
、

レ
レ
ー
、

)
l
,
 

モ
リ
ニ
エ
兄
弟
、

ヽ

ア
ノ
ト
ー

そ
れ
ま
で
の
フ
ラ
ン

フ
ィ
ス
テ
ル
と
い
っ
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と
も
に

し
か
し
モ
ノ
ー
の
教
育
活
動
の
中
心
は
、
高
等
教
育
に
あ
っ
た
。

モ
ノ
ー
は
一
八
七
六
年
に
、

歳
の
子
供
た
ち
に
近
代
史
を
教
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
モ
ノ
ー
は
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
を
建
学
の
精
神
と
す
る
自
由
学
校
で
、

モ
ノ
ー
は
一
八
七
四
年
か
ら
七
八
年
ま
で
、

こ
こ
で
―

0
歳
か
ら

研
究
会
の
会
長
を
モ
ノ
ー
は
数
回
に
わ
た
っ
て
務
め
た
が
、
歴
史
学
研
究
会
は
一
九

0
0年
に
解
散
し
て
い
る
。

次
に
、
教
育
者
モ
ノ
ー
の
活
動
を
概
観
し
よ
う
。

か
れ
の
教
職
生
活
は
、

わ
た
っ
て
い
る
。
第
三
共
和
政
の
前
期
と
重
な
る
こ
の
時
期
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
界
を
震
撼
さ
せ
る
事
件
が
あ
い
つ
い
だ
時
代
で
あ
る
。

こ
の
変
革
に
、

初
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
に
い
た
る
ま
で
、
教
育
制
度
と
そ
の
制
度
を
産
み
か
つ
動
か
す
教
育
理
念
と
が
、
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
更
を

被
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
近
代
的
な
制
度
と
し
て
の
学
校
が
誕
生
し
た
の
が
こ
の
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
論
ず

(10) 

る
こ
と
は
本
稿
の
課
題
で
は
な
い
が
、

と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

オ
ポ
ル
チ
ュ
ニ
ス
ト
の
共
和
政
を
支
持
し
た
実
証
主
義
史
家
が
関
与
し
て
い
た
こ

モ
ノ
ー
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

モ
ノ
ー
は
早
く
か
ら
民
衆
の
教
育
に
あ
た
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
が
、

学
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
。
ア
ル
ザ
ス
学
院
は
、

一
八
六
八
年
か
ら
一
九

0
五
年
ま
で
の
三
八
年
間
と
長
期
に

そ
の
願
い
は
ア
ル
ザ
ス
学
院

l'Ecole
a
l
s
a
c
i
e
n
n
e
と
民
衆
大

一
八
七
四
年
に
創
立
さ
れ
た
。
モ
ノ
ー
も
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
。
ア
ル
ザ
ス
学
院
は
、

一
九
世
紀
末
に
、
民
衆
大
学
に
関
与
し
、
労
働
者
を
教
え
て
も
い
る
。

(12) 

モ
ノ
ー
は
中
等
教
育
の
改
革
に
つ
い
て
も
提
言
し
て
い
る
が
、

に
と
っ
て
高
等
教
育
の
改
革
は
、
歴
史
研
究
者
の
養
成
と
い
う
観
点
か
ら
も
切
実
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
。

大
学
の
公
開
講
義
が
大
学
の
研
究
水
準
を
低
下
さ
せ
る
元
凶
で
あ
る
と
告
発
す
る
一
文
を
公
表
し
、

一
八
八

0
年
に
は
ラ
ヴ
ィ
ス
た
ち
と

(13) 

「
高
等
教
育
協
会

S
o
c
i
e
t
e
d
e
 l
'
E
n
s
e
i
g
n
e
m
e
n
t
 s
u
p
e
r
i
e
u
r
」
を
結
成
し
て
、
高
等
教
育
の
改
革
を
訴
え
て
い
た
。
か
れ
は
高

等
教
育
の
改
革
と
し
て
、
孤
立
し
て
存
在
す
る
学
部
間
に
絆
を
創
出
し
、

こ
れ
ら
の
学
部
を
教
育
上
財
政
上
の
自
治
を
も
っ
た
総
合
大
学

に
統
合
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
と
こ
ろ
が
モ
ノ
ー
は
、
教
育
改
革
を
審
議
す
る
委
員
会
の
委
員
で
も
な
く
、
実
質
的
な
活
動
は
し
て
い

(14) 

な
い
。
教
育
者
モ
ノ
ー
の
活
動
は
、
何
よ
り
も
後
継
者
の
育
成
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
れ
は
い
わ
ば
師
博
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
モ
ノ
ー

七
〇

か
れ
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ニ
エ
、

ベ
モ
ン
、

フ
ィ
ス
テ
ル
、

ル
イ
・
ア
ル
フ
ァ
ン
ら
が
い
る
。
ま
た
『
史
学
雑
誌
』

七

へ
の
投
稿
や
モ
ノ
ー
の
助
言
に
よ
っ
て
成
長
し

フ
ァ

な
ら
な
い
し
、

の
よ
う
な
実
証
主
義
史
学
の
魅
力
の
一
斑
は
、

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
日
記
に
明
ら
か
で
あ
る
。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
が
高
等
師
範
で
史
学
科

メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
か
ら
ヴ
ァ
ロ

で
ミ
シ
ュ
レ
に
つ
い
て
の
講
義
を
引
き
う
け
た
こ
と
以
外
、

一
切
の
公
職
を
退
い
た
の
で
あ
る
。

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
で
は
ミ

一
九

0
五
年
か
ら
は
、

(15) 

フ
ラ
ン
ス
の
代
表
的
な
高
等
教
育
機
関
で
の
教
授
経
験
を
も
っ
て
い
た
。
本
拠
は
一
八
六
八
年
か
ら
一
九

0
五
年
ま
で
勤

務
し
た
高
等
研
究
院
で
あ
る
。

か
れ
は
：
八
九
五
年
に
は
、

G
．
パ
リ
ス
の
後
任
と
し
て
研
究
院
の
第
四
部
長
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
一

八
八
八

0
年
に
は
、
当
時
、
校
長
を
務
め
て
い
た
フ
ュ
ス
テ
ル
・
ド
・
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
に
よ
っ
て
高
等
師
範
の
講
師
に
招
か
れ
、

二
年
ま
で
兼
任
し
て
い
る
。
こ
の
人
事
は
、
親
友
の
ラ
ヴ
ィ
ス
が
こ
の
年
に
、
高
等
師
範
か
ら
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
移
っ
た
た
め
に
ポ
ス
ト
が

あ
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
高
等
師
範
が
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
吸
収
さ
れ
た
一
九

01
―
一
年
か
ら
は
、

も
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
か
れ
は
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
で
は
講
義
を
し
な
か
っ
た
。

シ
ュ
レ
論
の
ほ
か
に
、
歴
史
の
方
法
や
イ
エ
ズ
ス
派
に
つ
い
て
の
講
義
も
し
て
い
る
。
高
等
師
範
で
は
、

ワ
朝
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
の
諸
制
度
や
宗
教
改
革
、

た
り
し
た
。

こ
れ
ら
の
講
義
が
、
高
等
研
究
院
で
の
史
料
・
文
献
研
究
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
言
う
を
ま
た
な
い
。

こ
れ
ら
の
高
等
教
育
研
究
機
関
で
、

約
四

0
年
間
の
教
職
活
動
を
通
じ
て
、

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス

そ
れ
に
一
八
世
紀
の
王
政
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
哲
学
的
起
源
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ

モ
ノ
ー
は
数
世
代
の
学
生
を
育
て
た
の
で
あ
る
。

て
教
授
し
、
教
え
子
た
ち
は
そ
れ
を
リ
セ
や
学
部
で
普
及
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

か
れ
は
科
学
的
方
法
や
慎
重
な
一
般
化
に
つ
い

か
く
し
て
実
証
主
義
史
学
は
、
裾
野
を
広
げ
て
ゆ
く
。
こ

に
進
ん
だ
の
も
、
「
い
ま
の
大
学
で
は
、
史
学
教
育
を
司
っ
て
い
る
精
神
が
す
べ
て
の
う
ち
で
最
も
自
由
で
あ
る
」
と
考
え
た
か
ら
に
ほ
か

(16) 

こ
の
ゆ
え
に
「
最
も
科
学
的
な
歴
史
は
、
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
集
め
た
の
で
あ
る
。
」

モ
ノ
ー
は
多
く
の
弟
子
を
養
成
し
て
い
る
。
『
史
学
雑
誌
』
の
編
集
に
関
与
し
た
弟
子
に
、

モ
ノ
ー
は
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
教
授
に

一
九
〇

モ
ノ
ー
は
、

の
職
歴
を
一
瞥
し
た
と
き
、
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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講
座
や
空
席
講
座
の
ポ
ス
ト
を
掌
握
し
て
い
っ
た
の
は
、

(20) 

タ
ー

cluster
が、

(
l
)
 
M
o
n
o
d
.
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E
t
u
d
e
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u
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 H
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ノ
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ペ
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フ
ェ
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ロ
ー
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あ
る
。

F
e
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L
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l
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d
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r
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s
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(
P
a
r
i
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rpt., 
1
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,
 
p. 
16. 

モ
ノ
ー
も
「
こ
の
種
の
演
習
は
、
高
等
師
範
の
時
間
割
に
も
占
文
書
学
院
の
時
間
割
に
も
な
か
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に

(
I
b
i
d
:
p
.
1
.
)
、
高
等
研

究
院
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
制
度
を
ド
イ
ツ
か
ら
導
人
し
た
最
初
の
研
究
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
（
渡
邊
和
行
「
歴
史
家
の
誕
生
」
前
掲
、
四
〇

頁
を
参
照
）
。
高
等
研
究
員
の
正
式
名
称
は
、
高
等
研
究
実
習
院
で
あ
る
が
、
こ
の
命
名
に
「
方
法
は
理
論
よ
り
も
む
し
ろ
実
習
の
う
ち
に
存
す
る
」
（
デ

カ
ル
ト
『
方
法
序
説
』
落
合
太
郎
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
二
年
版
、
六
頁
）
と
い
う
デ
カ
ル
ト
精
神
の
具
現
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

R
.
 R
e
u
肱
ゃ
塁
答

c
r
i
.
h
・
q
u
e
(
1
7
m
a
i
 1
 
00 
73), 
3
0
 00ー

312.,

W. A
r
n
d
t
,
 H
i
s
t
o
r
i
s
c
h
e
 
Z
e
i
t
s
c
h
1
苺
X
X
V
I
I
I
(
1
8
7
2
)
,
 
4
1
5ー

422.

H
a
r
r
i
s
o
n
,
 
op. 
cit ：
 p
p
.
 1
7
9
,
2
2
9ー

233.,
M
o
n
o
d
;
 

•• 

F
u
s
t
e
l
 d
e
 C
o
u
l
a
n
g
e
s
"
 in 
M
 0
 n
o
d
,
 P
o
r
f
1、aits
et 
s
o
u
v
e
n
i
r
s
,
 
(
P
a
r
i
s
,
 
1
 
00 9
7
)
,
 
p. 
144. 

支
持
集
団
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

一
九
世
紀
最
後
の
二

0
年
間
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
実
証
主
義
史
学
の
ク
ラ
ス

ー
の
同
僚
や
弟
子
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
実
証
主
義
史
家
が
、

ソ
ル
ポ
ン
ヌ
や
高
等
師
範
そ
の
他
の
大
学
の
歴
史
学
の
新
設

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ロ
ー
ト
、

(18) 

プ
・
サ
ニ
ャ
ッ
ク
ら
の
名
前
を
そ
こ
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
ジ
ュ
ー
ル
・
ロ
ア
が
高
等
研
究
院
で
モ
ノ
ー
の
後
継
者
と
な
り
、

(19) 

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ア
ノ
ト
ー
が
研
究
院
に
新
設
さ
れ
た
近
代
史
講
座
に
就
任
し
た
よ
う
に
、

高
等
教
育
研
究
機
関
の
歴
史
学
講
座
は
、

モ
ノ

れ
ま
で
に
本
稿
で
言
及
し
て
き
た
歴
史
家
以
外
に
、

ヽ

ア
ン
リ
・
セ
ー

フ
ィ
リ
ッ

a
g
e
』
に
寄
せ
ら
れ
た
一
五

0
名
の
歴
史
家
の
名
を
見
る
と
き
、

わ
れ
わ
れ
は
モ
ノ
ー
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
改
め
て
知
る
の
で
あ
る
。

九
五
年
に
高
等
研
究
院
第
四
部
長
に
就
任
し
た
こ
と
を
祝
っ
て
、

ア
ン
リ
・
ピ
レ
ン
ヌ
、

た
歴
史
家
に
、

エ
ミ
ー
ル
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
、

カ
ミ
ー
ュ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
、

モ
ノ
ー
に
捧
げ
ら
れ
た
『
中
世
史
研
究

E
t
u
d
e
s
d'histoire d
u
 m
o
y
e
n
 

ア
ン
リ
・
オ
ー
ゼ
ル
、

(17) 

ラ
ン
グ
ロ
ワ
ら
が
い
た
。

七

こ

さ
ら
に
一
八
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学
的
唯
名
論
」

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
、

ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
と

わ
れ
わ
れ
は
歴
史
家
モ
ノ
ー
が
、
学
問
と
し
て
の
歴
史
学
を
フ
ラ
ン
ス
に
確
立
す
る
た
め
に
献
身
し
た
姿
を
描
い
て
き
た
。

象
牙
の
塔
に
こ
も
っ
て
、
自
己
満
足
的
な
研
究
に
精
を
だ
す
歴
史
家
で
は
な
か
っ
た
。

モ
ノ
ー
を
八
面
六
腎
の
活
動
に
導
い
た
の
で
あ
る
。
『
史
学
雑
誌
』

ら
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
を
通
じ
て
の
歴
史
学
方
法
論
の
伝
授
と
後
継
者
の
養
成
と
い
う
歴
史
学
の
人
づ
く
り
と
、

ま
た
モ
ノ
ー
は
、
「
科
学
的
な
一
般
的
観
念
」

の
な
か
で
、

に
没
頭
し
、

と
考
証
と
の
結
合
を
主
張
す
る
歴
史
家
で
も
あ
っ
た
。
す
で
に
一
八
七
六
年
の
「
進
歩
」

ド
イ
ツ
史
学
の
瑣
末
主
義
を
指
弾
し
、
文
学
と
考
証
の
総
合
を
説
い
て
い
た
モ
ノ
ー
で
あ
る
。

そ
れ
に
満
足
す
る
歴
史
家
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
モ
ノ
ー
の
歴
史
思
想
は
、
「
過
剰
経
験
主
義
」
と
か
「
科

わ
ざ
る
を
え
な
い
。

モ
ノ
ー
は
一
九
世
紀
末
に
再
び
、
方
法
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
。
歴
史
学
と
社
会
科
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
方
法
論
の
レ

ヴ
ェ
ル
で
回
答
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
同
時
期
の
ド
イ
ツ
で
、

面
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
、

五

む

す

び

ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た

(
2
0
)
T
.
N
・
ク
ラ
ー
ク
に
よ
れ
ば
「
ク
ラ
ス
タ
ー
と
は
、
な
す
べ
き
仕
事
に
つ
い
て
最
小
限
の
中
核
的
信
念
を
共
有
し
、
し
か
も
あ
る
領
域
の
研
究
と
教
育

の
前
進
の
た
め
に
協
力
し
あ
う
一
群
の
人
々
の
結
合
で
あ
る
。
」

T
e
r
r
y
N
.
 C
l
a
r
k
,
 P
r
o
p
h
e
t
s
 a
n
d
 P
a
t
r
o
n
s
:
 
T
h
e
 F
r
e
n
c
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
ミ
ミ

d
t
h
e

E
m
e
r
g
e
n
c
e
 o
f
 the 
S
o
c
芝
S
c
i
e
n
c
e
s
(
H
a
r
v
a
r
d
,
 1
9
7
3
)
,
 
p
p
.
 6

7ー

6
8
.

モ
ノ
ー
は

キ
リ
ス
ト
教
的
使
命
観
や
自
己
犠
牲
の
精
神
が
、

の
創
刊
・
史
料
集
・
文
献
目
録
な
ど
に
よ
る
歴
史
学
の
基
礎
づ
く
り
か

モ
ノ
ー
で
あ
っ
た
。

か
れ
は
決
し
て
矮
小
な
考
証

モ
ノ
ー
の
活
動
は
多
方

七
四
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フランス実証主義史学の成立とガプリエル・モノー（渡邊）

わ
れ
わ
れ
は
モ
ノ
ー
の
病
状
を
、

ノ
ー
は
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
講
義
を
担
当
し
、

『
史
学
雑
誌
』

の
編
集
を
続
け
る
以
外
、

七
五

一
切
の
公
職
を
退
い
た
の
で
あ
る
。 モ

な
い
。
こ
の
よ
う
な
毀
言
を
被
ら
な
い
た
め
に
も
、

モ
ノ
ー
は
方
法
の
問
題
を
再
考
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ

た
な
挑
戦
に
直
面
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

じ
た
の
で
あ
る
。

モ
ノ
ー
の
指
導
の
も
と
、
実
証
主
義
史
学
が
、

フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
を
制
覇
し
た
そ
の
と
き
に
、
実
証
主
義
史
学
は
新

こ
と
も
、

(
2
)
 

こ
の
よ
う
な
気
運
を
醸
成
さ
せ
た
は
ず
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
よ
り
マ
イ
ナ
ー
な
形
で
は
あ
れ
、

―
つ
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
社
会
学
か
ら
の
批
判
で
あ
り
、
他
の
一
っ
は
ア
ン
リ
・
ベ
ー
ル
に
よ
る

歴
史
学
内
部
か
ら
の
批
判
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
批
判
は
、
今
日
で
は
、
社
会
史
パ
ラ
ダ
イ
ム
ヘ
の
転
換
を
画
す
る
も
の
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
が
生
ま
れ
た
背
景
と
し
て
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
史
学
が
「
総
合
」
を
放
棄
し
、
素
朴
実
証
主
義

な
い
し
史
料
実
証
主
義
の
陥
穿
に
お
ち
こ
ん
で
い
た
こ
と
を
指
摘
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

ー
ル
が
重
病
で
あ
っ
た
こ
と
、

モ
ノ
ー
の
眼
光
は
、

モ
ノ
ー
は
一
九

0
四
年
に
、
高
等
師
範
の
有
力
な
校
長
候
補
と
し
て
推
晩
さ
れ
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
史
学
の
閉
塞
状
況

と
歴
史
学
内
部
の
新
た
な
胎
動
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
モ
ノ
ー
が
ミ
シ
ュ
レ
に
接
近
し
、
歴
史
の
方
法
を
自
己
の
課
題
と
す
る
の
は
、

(
4
)
 

こ
に
お
い
て
で
あ
る
。
や
は
り
「
す
べ
て
の
事
実
的
知
識
に
は
、
そ
れ
を
基
礎
づ
け
る
原
理
的
な
層
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
」
さ
も
な
け
れ

ば
歴
史
学
は
、
過
去
の
事
実
を
単
に
収
集
し
記
述
す
る
学
問
に
堕
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
単
な
る
事
実
学
は
単
な
る
事
実
人
を
生
む
に
す
ぎ

一
九

0
五
年
以
降
、

か
れ
は
自
身
の
健
康
上
の
理
由
や
息
子
ベ
ル
ナ

5
-

そ
れ
に
ミ
シ
ュ
レ
研
究
に
専
心
し
た
い
こ
と
な
ど
の
理
由
で
そ
れ
を
固
辞
し
た
。

よ
う
や
く
モ
ノ
ー
に
、
自
己
の
研
究
に
専
念
で
き
る
時
間
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
か
れ
に
残
さ
れ
た
時
間
は
僅
少
で
あ
っ
た
。
癌
が
モ
ノ

ー
の
体
を
蝕
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
―
一
年
の
―
二
月
に
胃
の
手
術
を
し
た
も
の
の
、
術
後
の
回
復
は
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
。

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
手
紙
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
可
哀
そ
う
に
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
モ
ノ
ー
は
も
う
だ
め

だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
言
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
は
胃
に
が
ん
腫
性
の
腫
物
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
幽
門
の
切
除
を
行
い
ま
し
た
。
手

術
は
成
功
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
が
た
い
へ
ん
で
す
。
心
臓
が
回
復
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
た
と
い
心
臓
が
回
復
し
た
と
こ
ろ
で
、

フ
ラ
ン
ス
に
も
同
様
の
状
況
が
生

6 -4 -633 (香法'87)



ス
タ
ー
ヴ
・
ブ
ロ
ッ
ク

（
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
父
）
ら
は
古
く
さ
く
て
退
屈
な
教
授
で
あ
っ
た
。

モ
ノ
ー
と
個
人
的
交
際
が
あ
り
、

モ

モ
ノ
ー
や
ヴ
ィ
ダ
ル
・
ド
・
ラ
・
ブ
ラ
ー
シ
ュ
、
ギ
ュ

モ
ノ
ー
の
講
義
も
感
銘
を
与

モ
ノ
ー
と
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
関
係
が
高

(
6
)
 

病
い
が
再
発
す
る
と
思
わ
れ
る
節
が
多
す
ぎ
ま
す
。
可
哀
そ
う
な
人
／
．
一
ヶ
月
ま
え
か
ら
、
病
院
の
ベ
ッ
ド
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
」
重
態

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
院
す
る
前
夜
、

し
た
。
こ
れ
は
モ
ノ
ー
の
一
生
を
動
機
づ
け
る
言
葉
で
あ
る
。
歴
史
学
の
前
進
、
学
問
の
前
進
、
人
類
と
文
明
の
進
歩
、

ー
が
求
め
努
力
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
体
系
的
な
ミ
シ
ュ
レ
論
も
方
法
論
も
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

一
九
―
―
一
年
四
月
一

0
日、

最
後
に
、
高
等
師
範
で
モ
ノ
ー
は
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
を
教
え
た
か
否
か
と
い
う
興
味
深
い
問
題
に
論
及
し
て
、
稿
を
閉
じ
よ

一
八
七
九
年
と
一
八
八
八
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
腸
の
大
出
血
を
お
こ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
、

(
8
)
 

健
な
体
謳
の
持
主
で
は
な
か
っ
た
。
モ
ノ
ー
は
健
康
上
の
理
由
で
、

0
四
の
全
学
期
、

一
八
九
三
ー
九
四
年
と
一
八
九
七
ー
九
九
年
、

一
九

0
四
I
O
五
年
の
大
半
を
休
職
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
九

0
年
代
に
モ
ノ
ー
の
代
役
を
務
め
た
の
が
エ
ミ
ー
ル
・

(
9
)
 

―
1
0世
紀
に
は
い
っ
て
代
役
を
務
め
た
の
が
フ
ィ
ス
テ
ル
で
あ
っ
た
。

一
八
九
八
年
な
い
し
九
九
年
で
あ
る
。
す
で
に
歴
史
家
に
な
る
気
を
な
く
し
、
文
学
科
に
在
籍
し
た
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
、
歴
史
の
講
義

を
受
講
し
え
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
少
く
と
も
リ
セ
で

E
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
講
義
に
失
望
し
て
い
た
か
れ
が
、
高
等
師
範
で
再
び
ブ
ル
ジ

ョ
ア
の
講
義
を
聴
講
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
一
九

0
1
―
年
に
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
、
歴
史
と
地
理
の
一
級
教
員
資
格
試
験
に
合

格
し
た
こ
と
を
勘
合
す
る
と
、

ー
を
「
私
の
師
」

え
る
名
講
義
か
ら
は
、

か
れ
が
三
年
次
に
モ
ノ
ー
の
講
義
を
聞
い
た
可
能
性
は
否
定
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

と
呼
び
、
学
位
論
文
の
執
筆
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
り
し
て
い
る
事
実
は
、

(10) 

等
師
範
時
代
に
遡
る
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
。
し
か
し
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
モ
ノ
ー
の
講
義
を
聞
い
た
に
せ
よ
、

ほ
ど
遠
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
の
学
生
に
と
っ
て
、

フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
モ
ノ

よ、
’
 

ブ
ル
ジ
ョ
ア
で
あ
り
、

フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
高
等
師
範
に
入
学
し
た
の

こ
れ
こ
そ
モ
ノ

そ
れ
に
一
九

0
1
―
|

゜
ぷノ

モ
ノ
ー
は
頑

ノ
ー
は
不
帰
の
人
と
な
っ
た
。
享
年
、
六
八
歳
で
あ
っ
た
。

モ

ベ
モ
ン
に
し
た
た
め
た
手
紙
の
な
か
で
、

モ
ノ
ー
は

「
前
進
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」

コ
と―-＝ロ

七
六
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問
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ノ
ー
に
好
意
的
な
ロ
マ
ン
・

(11) 

て
い
る
。

従
っ
て
魅
力
に
乏
し
い
モ
ノ
ー
の
講
義
が
、

ロ
ラ
ン
も
、

モ
ノ
ー
の
健
康
が
す
ぐ
れ
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば

32 

モ
ノ
ー
の
講
義
は
お
も
し
ろ
味
が
な
く
て
暖
か
さ
と
活
力
に
欠
け
、

七
七

(
l
)
 
M
o
n
o
d
,
 "'Observations d
e
 M
.
 M
o
n
o
d
,
"
 R
e
v
u
e
 inter; ～
ミ
ゞ
・
ミ
ミ
[
C
d
c
_
[
•

ミ

z
s
e
i
g

葵

m
e
ミ

X
X
X
I
(
1
8
9
6
)
,
 
5
4
1ー

5
4
6
.

こ
の
．
文
は
、

C
h
a
r
l
e
s

B
e
m
o
n
t
,
 "Bulletin historique ̀
9
P
R
.
I
I
:
 
L
X
I
 (
1
8
9
6
)
,
 
3
2
3
-
3
2
7
.
 
に
仝
土
又
印
ぷ
用
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
論
争
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
の
反
応
と
し
て
、
例
え
ば

H
e
n
r
i
P
i
r
e
n
n
e
,
 "
U
n
e
 p
o
l
e
m
i
q
u
e
 historique e
n
 A
l
l
e
m
a
g
n
e
,
 ̀`
R
 

H., 
L
X
I
V
 (
1
8
9
7
)
,
 
S
0
-
5
7

邦
語
文
献
で
こ
の
論
争
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
古
い
も
の
で
は
、
上
原
専
禄
『
歴
史
学
序
説
』
（
大
明
堂
、
一
九
五

八
年
）
、
最
近
の
も
の
に
、
西
山
勤
二
「
カ
ー
ル
・
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
対
新
ラ
ン
ケ
学
派
あ
る
い
は
理
論
対
歴
史
」
『
研
究
紀
要
』
（
橘
女
子
大
学
）
第
七
号
、

一
九
七
九
年
、
奥
田
隆
男
「
リ
ッ
カ
ー
ト
と
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
論
争
」
『
経
済
論
叢
』
（
京
都
大
学
）
第
一
三
六
巻
第
四
号
、
一
九
八
五
年
が
あ
る
。

(
3
)
晩
年
の
モ
ノ
ー
の
ミ
シ
ュ
レ
論
と
歴
史
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。

(
4
)
カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
『
歴
史
主
義
・
保
守
主
義
』
森
博
訳
（
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
六
九
年
）
ニ
ニ
八
頁
。

(
5
)
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集

34

し
た
し
い
ソ
フ
ィ
ー
ア
』
宮
本
・
山
上
訳
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
六
年
）
一
六
五
頁
。

H
a
r
r
i
s
o
n
,
op. 
cit., 
p. 2
3
6
.
 

結
局
、
校
長
に
就
任
し
た
の
は
、
モ
ノ
ー
の
親
友
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ラ
ヴ
ィ
ス
で
あ
っ
た
。
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
ラ
ヴ
ィ
ス
を
、
「
親
切
だ
が
気
む
ず
か
し

屋
で
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
無
冠
の
玉
」
と
評
し
て
い
た
が
（
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集

17

自
伝
と
回
想
』
前
掲
、
二
三
一
頁
）
、
校
長
就
任
に
よ
っ
て
文

字
通
り
「
戴
冠
の
王
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
子
息
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
一
九

0
五
年
に
死
去
し
、
モ
ノ
ー
自
ら
が
ネ
ク
ロ
ロ
ジ
ー
の
筆
を
と
っ
て
い
る

(R•H  ̀

L
X
X
X
V
I
I
,
 1
9
0
5
,
 3
1
0
 f
f
.
)

。

(
6
)
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集

34
』
前
掲
、
四
五
二
頁
。

(
7
)
 
B
e
m
o
n
t
,
 "
G
a
b
r
i
e
l
 M
o
n
o
d
,
"
 op. 
cit., 
i. 

(
8
)
I
b
i
d
.
、
xii.
二
回
目
の
出
血
の
と
き
に
は
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
も
見
舞
に
行
っ
て
い
る
。
『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集

三
九
頁
。

(
9
)
以
上
、

H
a
r
r
i
s
o
n
,
op. 
cit., 
pp. 2
3
4
-
2
3
5
.
 
な
お
一
九

0
三
年
の
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
手
紙
に
も
、

ュ
ル
ム
街
の
僧
院
』
前
掲
、

ク
リ
オ
の
女
神
へ
の
愛
着
を
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
心
に
呼
び
も
ど
し
え
た
か
ど
う
か
疑

眠
け
を
催
さ
せ
る
と
評
し
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ゲ
ル
ツ
ェ
ン
。

（
四
五
頁
の
注
(34)
、

①
二
六
頁
―
―
一
行
目
、

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉
『
香
川
法
学
』

(11) 

(10) 
登

場

す

る

。

『

ロ

マ

ン

・

ロ

ラ

ン

全

集

一

0
、

F
e
b
v
r
e
 ̀

 
C
o
m
b
a
t
s
 p
o
u
r
 
l'histoire, 
p. 1
8
,
 
p. 4
2
3
.
 邦
年
訳
、

L
u
c
i
e
n
 F
e
b
v
r
e
 
(St. 
H
y
a
c
i
n
t
h
e
,
 1
9
8
1
)
,
 
p
p
.
 
107

—

108. 

『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集

32
』
前
掲
、
二
九
七
頁
。

H
a
r
r
i
s
o
n
`
 
op. 
cit., 
p
p
.
 2

3
6ー

2
3
7
,

2
4
2
.
 

第
六
巻
第
三
号
所
収
の
拙
稿
に
誤
植
と
脱
字
が
あ
り
ま
し
た
。

還
歴
↓
還
暦
。
②
二
九
頁

1

行
目
と
三
二
見
ハ
行

H
、

A
l
i
mミ
ミ

d
s
↓

A
l
l
e
mミ
ミ

d
s

34
』
前
掲
、

二
六
頁
。

一五、

オ
ル
ガ
↓
オ
リ
ガ
。

3
三
頁
の
注
(24)
、

ヘ
ル
ツ
ェ
ン
↓

（
一
九
八
六
年
一

0
月
脱
稿
）

一
三
四
頁
。

G
u
y
M
a
s
s
i
c
o
t
t
e
,
 
L'histoire 
p
r
o
b
l
e
m
e
 :
 l
d
m
{
t
h
o
d
e
d
e
 

七
八
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